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■黄色の安全帽子が贈られる（長峰小・平成26年４月７日）

「残雪残る入学式」
暦はもう春なのに

今日は入学式なのに

吹く風はまだ冷たく

みんなの元気な「はーい」の声が

春を呼ぶ

■長峰小学校入学式（平成26年４月７日）
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■　町の話題　■

話題
Ｔｏｐｉｃｓ

町
教
育
委
員
会
顕

彰
者
表
彰

　
平
成
25
年
度
大
鰐
町
教
育
委
員

会
顕
彰
式
が
３
月
24
日
、町
中
央
公

民
館
で
行
な
わ
れ
、成
田
信
一
郎
教

育
委
員
長
よ
り
受
賞
者
に
表
彰
状

や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
既

に
伝
達
済
み
の
為
、こ
の
日
は
高
校

生
等
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
木
田
専
一
教
育
長
は「
今
を
通
過

点
だ
と
思
い
、さ
ら
な
る
上
を
目
指

し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

■
退
職
者
表
彰

【
貢
献
頌
】

▽
山
口
裕
子
　
大
鰐
町
立
長
峰
小

学
校
　
校
長
退
職

　
　

【
感
謝
状
】

▽
成
田
眞
樹
子
　
大
鰐
町
立
蔵
館

小
学
校
　
養
護
教
諭
退
職

■
善
行
賞

▽
幸
山
輝
雄
　
長
年
に
わ
た
る
通

学
路
の
除
雪

▽
山
田
忠
行
　
長
年
に
わ
た
る
通

学
路
の
除
雪
　

▽
山
中
一
誠
　
長
年
に
わ
た
る
通

学
路
の
除
雪

■
文
化
活
動
表
彰

【
文
化
奨
励
賞
】

▽
外
崎
由
佳
利（
弘
前
実
業
高
等
学

校
３
年
）第
26
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大
会
金
賞

▽
阿
部
翔
一（
同
）▽
山
口
未
紗（
同
）

▽
山
内
美
沙
季
（
同
）

■
ス
ポ
ー
ツ
活
動
表
彰

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

▽
三
浦
莉
穂
乃（
東
奥
義
塾
高
等
学

校
３
年
）第
69
回
国
民
体
育
大
会
冬

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
や
ま
が
た

樹
氷
国
体
女
子
リ
レ
ー
１
位
　

▽
山
中
さ
つ
き（
弘
果
ス
キ
ー
レ
ー

シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）第
69
回
国
民
体
育

大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
や

ま
が
た
樹
氷
国
体
女
子
リ
レ
ー
１

位▽
開
坂
優
（
同
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

▽
幸
山
優
衣（
尾
上
総
合
高
等
学
校

１
年
）　
第
63
回
青
森
県
高
等
学
校

定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会
　

１
０
０
Ｍ
第
１
位

▽
三
浦
真
晃（
尾
上
総
合
高
等
学
校

２
年
）　
第
63
回
青
森
県
高
等
学
校

定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
団
体
第
１
位

▽
工
藤
洸
弥（
弘
前
工
業
高
等
学
校

２
年
）第
25
回
東
北
高
等
学
校
ボ
ク

シ
ン
グ
新
人
大
会
ピ
ン
級
第
１
位

■
小
・
中
学
校
教
育
活
動
表
彰

【
学
校
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

▽
大
鰐
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
　
第
42
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大

会
優
秀
賞

▽
大
鰐
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
５
回
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
東
日
本
小

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

▽
あ
じ
ゃ
ら
Ｂ
Ｂ
Ｃ
　
第
７
回
ア

シ
ッ
ク
ス
旗
争
奪
東
北
少
年
野
球

大
会
準
優
勝
　

ほ
か

就
学
前
Ｃ
Ａ
Ｐ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
さ

れ
る

　
大
鰐
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

（
会
長
田
中
大
生
）主
催
に
よ
る「
就

学
前
Ｃ
Ａ
Ｐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
、

２
月
24
日
か
ら
３
月
１
日
、町
内
の

幼
稚
園
や
保
育
園
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、（
公
財
）み
ち
の
く

ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
の
支
援
を
受

け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、未
就
学

児
童
が
、
い
じ
め
、
誘
拐
、
虐
待
、
性

暴
力
な
ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

暴
力
か
ら
自
ら
を
守
り
、
保
護
者
、

教
職
員
、地
域
の
大
人
の
方
々
が
子

ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
見
守
り
、

支
え
て
い
く
か
を
学
ぼ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、講
師
の

石
附
幸
子
氏（
Ｊ
―
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）が「
子

供
達
に
は
安
心
、

自
信
、自
由
の
権

利
が
あ
る
。
権

利
が
脅
か
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た

ら
、友
達
の
力
を

借
り
た
り
、大
人

に
相
談
を
」
と
、

語
っ
て
い
ま
し

た
。
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町の

消
防
出
初
式

　
大
鰐
町
消
防
出
初
式
が
３
月
23
日
、

大
鰐
中
学
校
な
ど
を
会
場
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
手
古
奈
通
り
で
行
な
わ
れ
た
分
列

行
進
に
は
、
大
鰐
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
園
児
達
も
参
加
、
沿
道
に

集
ま
っ
た
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
消
防
功
労
者
等
表

彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。

Ｔｏｗｎ

■
平
成
25
年
度
消
防
功
労
表
彰
者

【
消
防
庁
長
官
】

●
永
年
勤
続
功
労
章

本
部
団
附
分
団
長

山
崎
高
男

【
青
森
県
知
事
】

●
永
年
勤
続
功
労
章

第
１
分
団
副
分
団
長

石
岡
尚
之

第
２
分
団
副
分
団
長

西
澤
裕
史

第
14
分
団
班
長

幸
山
光
城

第
２
分
団
団
員

成
田
光
生

【
日
本
消
防
協
会
長
】

●
功
績
章
　
　
　
　
　

本
部
副
団
長

赤
平
利
昭

●
勤
続
章

第
16
分
団
副
分
団
長

佐
々
木
鋼
生

【
青
森
県
消
防
協
会
長
】

●
勤
功
章
　
　
　
　
　

第
１
分
団
分
団
長

内
海
繁
勝

第
10
分
団
分
団
長

吹
田
繁
樹

第
13
分
団
分
団
長

山
田
　
満

●
勤
続
章
（
25
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長

石
岡
尚
之

第
２
分
団
副
分
団
長

西
澤
裕
史

第
14
分
団
班
長

幸
山
光
城

第
２
分
団
団
員

成
田
光
生

●
勤
続
章
（
20
年
）

第
１
分
団
班
長

佐
藤
　
宏

第
３
分
団
副
分
団
長

栗
林
義
実

第
４
分
団
班
長

藤
田
兼
則

第
11
分
団
部
長

相
馬
　
守

第
11
分
団
班
長

佐
藤
秋
久

第
11
分
団
班
長

山
谷
敦
則

第
11
分
団
団
員

佐
藤
克
範

第
11
分
団
団
員

下
山
哲
也

●
勤
続
章
（
15
年
）

第
１
分
団
団
員

工
藤
泰
丈

第
２
分
団
団
員

原
子
　
学

第
４
分
団
班
長

岸
　
　
敏

第
４
分
団
団
員

藤
田
康
美

第
５
分
団
団
員

井
上
直
博

第
６
分
団
班
長

秋
元
豊
秀

第
８
分
団
団
員

水
木
晃
治

第
11
分
団
団
員

山
谷
嘉
伸

第
11
分
団
団
員

山
谷
高
志

第
11
分
団
団
員

下
山
信
秋

第
13
分
団
班
長

原
子
光
義

第
13
分
団
団
員

原
子
征
勝

第
13
分
団
団
員

山
田
　
満

●
勤
続
章
（
10
年
）

第
１
分
団
団
員

森
山
雄
一
朗

第
１
分
団
団
員

前
田
克
幸

第
２
分
団
団
員

古
川
　
奨

第
５
分
団
団
員

下
山
　
稔

第
９
分
団
団
員

山
内
崇
史

第
14
分
団
団
員

幸
山
勇
夫

第
17
分
団
団
員

對
馬
恵
里
子

第
17
分
団
団
員

白
戸
明
美

第
17
分
団
団
員

山
崎
美
子

■
大
鰐
町
長
表
彰

●
永
年
勤
続
功
労
章
（
25
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長

石
岡
尚
之

第
２
分
団
副
分
団
長

西
澤
裕
史

第
２
分
団
分
団
員

成
田
光
生

第
14
分
団
班
長

幸
山
光
城

●
優
良
団
員

第
１
分
団
団
員

小
野
貴
重

第
２
分
団
団
員

原
子
　
学

第
３
分
団
団
員

石
郷
敏
世

第
４
分
団
団
員

藤
田
重
広

第
５
分
団
団
員

山
田
正
喜

第
６
分
団
団
員

山
中
辰
也

第
７
分
団
団
員

木
田
　
聡

第
８
分
団
団
員

水
木
康
平

第
９
分
団
団
員

山
内
純
雄

第
10
分
団
団
員

吹
田
　
均

第
11
分
団
団
員

下
山
哲
也

第
12
分
団
団
員

山
口
丈
瑠

第
13
分
団
団
員

三
浦
匡
史

第
14
分
団
団
員

幸
山 

 

俊

第
15
分
団
団
員

三
浦
克
也

第
16
分
団
団
員

山
中
寛
幸

第
17
分
団
団
員

山
崎
美
子

●
感
謝
状

前
第
15
分
団
分
団
長

後
藤 

 

馨

雪
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催

　
大
鰐
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会（
会

長
工
藤
栄
一
）が
３

月
１
日
、あ
じ
ゃ
ら

公
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で

約
65
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
春
を

感
じ
さ
せ
る
陽
気
で
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
雪
面
の
コ
ー
ス
と

あ
っ
て
、
い
つ
も
と
は
勝
手
が
違

う
ボ
ー
ル
の
転
が
り
に
、
最
初
は

戸
惑
う
様
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
大
会
は
３
コ
ー
ス
24
ホ
ー
ル
で

競
わ
れ
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
Ａ
組
　

①
越
前
定
三
　
64
大
鰐

②
花
田
英
一
　
65
大
鰐

③
藤
田
敏
彦
　
65
平
川

④
三
國
健
三
　
66
弘
前

⑤
橋
本
総
一
郎
70
大
鰐

⑥
外
崎
俊
一
　
71
大
鰐

●
Ｂ
組
　

①
鎌
田
芳
樹
　
68
弘
前

②
大
川
由
雄
　
68
平
川

③
松
橋
郁
夫
　
70
弘
前

④
山
谷
誠
一
　
71
平
川

⑤
出
町
政
一
　
71
弘
前

⑥
工
藤
修
一
　
73
大
鰐
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■　警察署・消防だより　■

消防署　南分署

48－2108

平成26年度全国統一防火標語　

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ

救
急
講
習
を
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
で

は
、一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
救
急

講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
習

の
種
類
は
次
に
あ
げ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

●
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
こ
の
講
習
で
は
主
に
呼
吸
が
な

い
・
心
臓
が
動
い
て
い
な
い
人
に
救

命
処
置
を
施
す
心
肺
蘇
生
法
を
習

得
す
る
講
習
で
す
。

●
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

　
こ
の
講
習
で
は
小
児
・
乳
児
・
新

生
児
の
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る

講
習
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
講
習
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　
個
人
で
受
講
し
た
い
場
合
は
毎

月
第
３
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら

普
通
救
命
講
習（
３
時
間
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
お
申
し
込
み
は
弘
前

消
防
署
救
急
係（

０
１
７
２
―
３

２
―
５
１
９
９
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ（
10
名
以
上
）で
受
講

す
る
場
合
は
弘
前
地
区
消
防
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
申
し
込

み
用
紙
の
様
式
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
載
し
て
か
ら
最
寄

入
山
時
の
注
意
点
！

　　
雪
解
け
が
進
み
、山
に
繰
り
だ
し

自
然
と
つ
き
あ
い
た
い
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
入
山
時
の

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
点
に
つ
い
て

あ
げ
て
み
ま
す
。

●
山
に
行
く
時
は
で
き
る
だ
け
一

人
で
は
入
山
せ
ず
、二
人
以
上
で
行

動
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
な
に
か

あ
っ
た
際
に
、助
け
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
ど
こ
に
行
く
の
か
、何
時
頃
に
戻

る
の
か
を
家
族
や
友
人
に
き
ち
ん

と
伝
え
る
。こ
の
よ
う
に
何
か
あ
っ

た
際
に
す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
山
火
事
の
防
止
法
を
紹
介

し
ま
す
。
　

●
枯
れ
葉
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火
を

し
な
い
こ
と
。

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
時

は
、
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
行
い
、

終
了
し
た
ら
グ
リ
ル
に
残
っ
た
炭

を
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、必
ず
水

を
か
け
、消
火
の
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
喫
煙
後
の
吸
い
殻
を

投
げ
捨
て
る
の
で
は
な
く
、確
実
に

消
し
て
く
だ
さ
い
。

●
強
風
乾
燥
注
意
報
な
ど
が
発
令

さ
れ
て
い
る
時
は
、火
気
の
使
用
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

救
急
支
援
出
動
に

つ
い
て

　
救
急
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、救

急
車
だ
け
で
な
く
消
防
車
も
同

時
に
出
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
は
救
急
隊
だ
け
で
は
救

急
活
動
が
困
難
な
場
合
に
、
消
防

隊
が
救
急
隊
を
サ
ポ
ー
ト
し
、円

滑
な
救
急
活
動
を
行
う
為
の
も

の
で
す
。

「
消
防
車
が
来
た
！
火
事
だ
！
」

「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
な
ん

で
消
防
車
が
来
な
い
と
い
け
な

い
の
？
」

と
思
わ
れ
る
町
民
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
決
定
！

　
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定

し
ま
し
た
。

「
消
防
犬
　
火
け
し
く
ん
」
で
す
。

　
火
け
し
く
ん
に
つ
い
て
は
、当
事

務
組
合
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
消
防
職
員
の
一

員
と
し
て
、地
域
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
安
全
な
地
域
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

り
の
消
防
署
、ま
た
は
分
署
へ
申
し

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
最
寄
り
の
消
防
署
・

分
署
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢

火
け
し
く
ん｣

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ
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■黒石警察署大鰐分庁舎管内交通事故発生状況（平成26年３月末）

　９

　０

　15

　33

３

　０

　　７

－24

　11

 ０

　17

　49

発生件数

死者

傷者

人
身
事
故

大鰐町大鰐分庁舎管内

物件事故

26年前年比26年 前年比

　２

　０

　６

－19

48－2241

黒石警察署
大鰐分庁舎
だより

『
振
り
込
め
詐
欺
』
等
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
! 

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
黒
石
警
察
署
大
鰐
分
庁
舎
ま
で

■警察官採用試験

●この正義、真剣勝負

　平成26年10月採用（大卒）及び

平成27年４月採用（大卒）を募集

します！

　青森県警察本部では、警察官Ａ

（大卒）の採用試験を行います。

　採用予定人員、受験資格等は次

のとおりです。

　警察官Ａ（男性、平成27年４月

採用）のみ、他県の警察官を志望

する人も同時に受験することが

できます（受験資格は志望する都

県に問い合わせてください。）。

　また、受験資格等は変更になる

ことがありますので、詳細につい

ては、それぞれの試験案内で確認

してください。

【受付期間】

警察官Ａ　５月中旬～６月中旬

警察行政　５月中旬～６月上旬

【第一次試験】

警察官Ａ　７月中旬

警察行政　６月下旬

【試験場所】

青森市、八戸市、弘前市（警察行政

は青森市のみ）

◎受験手続き、その他の問い合わ

せ先　黒石警察署大鰐分庁舎

0172－48－2241

■ルールを守って自転車事故を

防止しよう

　道路交通法では、自転車は「軽

車両」で、「くるま」の仲間です。

自動車と同じように守らなけれ

ばならないルールが定められて

います。「自転車安全利用五則」

を守って交通事故を起こさない

ように、遭わないようにしましょ

う。

【自転車安全利用五則】

１.自転車は、車道が原則、歩道は

例外

　自転車は歩道と車道の区別が

あるところでは車道を通行しな

ければなりません。

　例外的に歩道を通行すること

ができるのは

○道路標識等で指定された場合

○運転者が13歳未満の子ども、70

歳以上の高齢者、身体障害者の

場合

○車道左側に連続した駐車車両

があるなど、車道又は交通の状

況から見てやむを得ない場合

です。

２.車道は左側を通行

３.歩道は歩行者優先で、車道寄

りを徐行

４.安全ルールを守る

５.子どもはヘルメットを着用

　※路側帯は左側を通行（平成

25年12月法改正）

　自転車等の軽車両が路側帯を

通行するときは、道路の左側部

分にある路側帯を自動車や原付

バイクと同じ方向に通行しなけ

ればなりません。

■怪しいもうけ話や訪問販売に

注意しよう

「未公開株を買いません？絶対

にもうかりますよ。」

「選ばれた人しか買えない社債

です。」

「パンフレットが届いた人しか

買えない商品です。」

　その「もうけ話」は、大丈夫で

すか？

　最近、高齢者をねらった、「未

公開株」「社債」などの取引に関

するトラブルや、法外な価格の

商品を強引に売り付ける訪問販

売、自宅に突然押しかけ貴金属

類を強引に買い取る訪問購入に

関するトラブルが多く発生して

います。

　怪しいもうけ話や強引な訪問

販売等には、特に注意が必要です。

【こんな勧誘文句にご用心！】

○有名な仏師が彫った仏像です。

パンフレットが届いた人しか買

えないので、代わりに買ってもら

えませんか？５倍の値段で買取

りします。

○過去に株で損をしていますね。

お金を取り返すためには、○○社

の株を購入してもらう必要があ

ります。

○確かに注文を受けています。

注文を受けたからこそ、こちらで

住所や名前が分かるんです。

キャンセルはできません。

○（突然訪問し）不要な貴金属は

ありませんか？高値で買取りし

ます。

【被害に遭わないためには･･･】

○もうけ話を安易に信じない！

いったん電話を切って冷静にな

りましょう！

○１人で悩まず、早めに家族や警

察などに相談を！

○何か怪しい･･･もしかしてだま

されている？そんなときは迷わ

ず警察へ！

○買い取ってくれると信じて購

入したのに連絡が付かなくなっ

た･･･すぐに警察へ！

■万引きはしない・させない・み

のがさない

◎「万引き」とは

　万引きは刑法第235条の「窃盗」

の罪で、10年以下の懲役又は50万

円以下の罰金に処せられる悪質

な犯罪です。

　軽い気持ちで万引きをしてし

まっても、窃盗としての処分を受

け、また、これを安易に見過ごす

ことは、行為者の規範意識の低下

を招くばかりか、再犯やより悪質

重大な犯罪に手を染めることに

もつながりかねません。

　万引きを「しない」ことはもち

ろん、「させない・みのがさない」

ための環境づくりが必要です。

●―――広報　おおわに・平成26年５月号―――●
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■　総務課・建設課だより　■

■現在下水道ご利用の皆様へ

　『下水道使用に関する届出事項について』

　下水道の使用開始・休止・再開・異動・変更等に関

することは、すべて届出制になっておりますので、

次の届出事項に該当する場合は、すみやかに担当課

へ届け出て下さい。

【届出事項】

●井戸水使用世帯において世帯人数に変更があっ

た時（転入、転居、転出、出生、婚姻、死亡等）

　変更後の人数により、下水道使用水量（井戸水認

定量）及び使用料が変わります。

　水道のみ使用の場合は、メーター検針量が使用水

量となる為、届出不要です。

●使用区分を変更した時（井戸をやめて水道を引い

た、水道と井戸水の両方を使っていたが井戸水を廃

止した等）

　井戸水認定量の算定を中止します。

●引越しの時（転入、転出等）

　下水道使用料の請求を開始、又は中止します。

●長期間上下水道を使用しない時

　使用しない期間の下水道使用料の請求を中止し

ます。この場合、使用開始時も届出が必要となりま

すのでご注意下さい。

　※下水道使用料は別表（右）のとおりです。

■下水道区域外（合併浄化槽区域）の皆様へ

　下水道区以外の地区は、町が合併浄化槽（し尿の

ほか生活排水を合せて処理する浄化槽）を各戸の宅

地に設置し、設置後の維持管理も町が行ないます。

浄化槽は町の所有となり工事費については分担金

（一時金）を、維持管理費については毎月使用料とし

て納付していただきます。

　下水道と同じく快適な生活環境にするためトイ

レの水洗化等を希望される方は、担当課までお問い

合わせください。

■下水道供用開始地区の皆様へ

　平成25年度に町の下水道工事が完了した地区は、４月１日から下水道が供用開始されまし

たので下水道に接続することができます。トイレの水洗化や台所・風呂・洗濯等の排水のた

れ流しによる生活環境の悪化を改善するため、下水道へのご加入をお願いいたします。

　また、すでに供用開始になっている地区においても早めのご加入をお願いします。

１)下水道に接続するには、町の指定工事店でなければ工事することができません。

２)くみ取りトイレの場合は、供用開始後３年以内に下水道に接続することが義務付けられています。

３)し尿だけ処理する単独浄化槽を使用の場合は、トイレ以外の家庭排水が未処理のため浄化槽を廃止し、

下水道への接続に努めることとなっています。

４)トイレの水洗化や単独浄化槽からの切替え工事には、改造資金(無利息)の融資あっせんも行っていま

すのでご利用ください。

　※工事指定店、融資あっせん等については担当課までお問い合わせください。

●建設課だより

■現在合併浄化槽ご利用の皆様へ

　合併浄化槽の使用料は、口座振替納付となっ

ておりますので、使用者等に変更があった場合

は、速やかに担当課へ届け出てください。

一人当り

浴槽

井戸水等の
みの使用

上水道と井戸
水等の併用

●井戸水認定量

　3

４ｍ
　3

２ｍ

　3

10ｍ
　3

10ｍ

●別表

用途区分 基本使用料
従量使用料

　3

（１ｍにつき）

一般用

公衆浴場用

水泳プール用

温泉浴場用

　3

10ｍまで

1,512円

　3

11～30ｍ

　3

31～50ｍ

　3

51～150ｍ

151円

172円

216円

270円

21円

21円

75円

　3

151ｍ～

下水道についてのお知らせ

■下水道（合併浄化槽含）に関するお問い合わ

せは　町役場建設課48－2111内線442・444（加

川・齋藤）
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町政指針

●総務課だより

平成26年度

●―――広報　おおわに・平成26年５月号―――●

「湯の郷・雪の郷・りんごの郷
　おおわに」

　
県
内
唯
一
の
財
政
健
全
化
団
体

で
あ
る
町
は
、財
政
健
全
化
計
画
に

掲
げ
た
健
全
化
策
の
継
続
と
強
化

を
図
り
、町
政
の
運
営
に
当
た
っ
て

は「
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
」
を
基
本
と
し
、
財
政

健
全
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
を
両
立
さ
せ
、健
全
化
団
体
か

ら
の
早
期
脱
却
に
向
け
取
り
組
む

覚
悟
で
あ
り
、町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、更
な
る

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、持
続
的

か
つ
安
定
的
な
財
政
運
営
を
推
進

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
経
済
に
あ
っ
て
は
、

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
が
５
％
か

ら
８
％
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
内
閣
府
に
よ
る
と
、「
景
気
は
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い

る
が
、消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
駆

け
込
み
需
要
の
反
動
に
よ
り
、こ
の

と
こ
ろ
弱
い
動
き
も
み
ら
れ
る
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
消
費
税
率

引
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
に
よ
り
弱
さ
が
残
る
も
の
の
、

次
第
に
そ
の
影
響
が
薄
れ
、各
種
政

策
の
効
果
が
発
現
す
る
な
か
で
、緩

や
か
に
回
復
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。」と
判
断
さ
れ
、政
府
は
、

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
加
速
さ
せ

る
と
と
も
に
、デ
フ
レ
か
ら
の
早
期

脱
却
と
経
済
再
生
の
実
現
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

は
、
二
国
間
協
議
の
進
展
な
ど
、
交

渉
は
最
終
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。

　
町
の
状
況
は
、リ
ゾ
ー
ト
開
発
に

係
る
負
の
遺
産
の
処
理
に
伴
う
第

三
セ
ク
タ
ー
改
革
推
進
債
の
長
期

に
わ
た
る
償
還
、高
齢
者
人
口
の
割

合
が
３
５
・
９
４
％（
平
成
25
年
度
）、

県
の
人
口
推
計
に
よ
る
人
口
増
減

率
は
２
・
６
７
％
の
減
（
平
成
25
年

10
月
時
点
）
と
、
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
毎
年
進
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
町
は
、

民
間
の
能
力
の
活
用
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
経
費
節
減
を
図
る

た
め
、本
年
４
月
か
ら
大
鰐
あ
じ
ゃ

ら
公
園（
ラ
グ
ビ
ー
場
、野
球
場
、テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、キ
ャ
ン
プ
場
）、大
鰐

温
泉
ス
キ
ー
場（
国
際
エ
リ
ア
）、茶

臼
山
公
園
、
蔵
館
児
童
公
園
、
清
川

児
童
公
園
の
都
市
公
園
施
設
に
つ

い
て
、指
定
管
理
者
を
指
定
し
管
理

さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
23
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
国
・

地
方
を
問
わ
ず
災
害
時
の
救
援
の

あ
り
方
が
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対

応
と
し
て
、一
般
の
避
難
所
で
の
生

活
に
支
障
の
あ
る
方
に
は
、民
間
の

見
守
り
が
で
き
る
施
設
へ
避
難
を

し
て
い
た
だ
く
福
祉
避
難
所
の
開

設
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
昨
年
９
月
の

台
風
18
号
に
よ
る
大
雨
の
災
害
を

教
訓
に
、平
成
26
年
３
月
に
町
内
の

社
会
福
祉
事
業
者
を
は
じ
め
、弘
前

市
及
び
平
川
市
の
社
会
福
祉
事
業

者
と「
福
祉
避
難
所
の
確
保
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、災
害
時
に
は
安
全

に
安
心
し
て
避
難
生
活
が
送
れ
る

よ
う
福
祉
避
難
所
を
指
定
し
、防
災

機
能
の
再
強
化
に
努
め
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、昨
年

３
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た「
大
鰐

町
第
５
次
振
興
計
画
」の
基
本
理
念

で
あ
る『
す
べ
て
の
町
民
が「
安
全
・

安
心
」に「
健
や
か
」で「
心
豊
か
」な

暮
ら
し
が
で
き
る
』ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、「
湯
の
郷
・
雪
の
郷
・
り
ん

ご
の
郷
お
お
わ
に
」の
実
現
の
た
め
、

各
種
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
の

た
め
に
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
を
図

り
、平
成
27
年
４
月
の
小
学
校
の
統

合
に
向
け
た
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

振
興
策
と
し
て
、農
業
後
継
者
や
新

規
就
農
者
を
対
象
と
し
た
農
業
の

担
い
手
の
育
成
、遊
休
農
地
及
び
耕

作
放
棄
地
等
の
解
消
対
策
並
び
に

新
規
就
農
者
の
施
設
栽
培
の
導
入

支
援
策
等
に
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
２
月
に
は
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
大
鰐
町
の
活
性

化
の
た
め
、
ま
た
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
得
て
大
会
を
盛
り
上
げ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、町
民
の
皆

様
が
健
康
で
お
互
い
の
生
活
が
尊

重
さ
れ
、だ
れ
も
が
希
望
と
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
安
心
し
て
送
る

こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

大鰐町長　山田年伸
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■
第
一
回
定
例
会

議
案
審
議

　

■　町の予算　■

　
平
成
二
十
六
年
大
鰐
町
議
会
第

一
回
定
例
会
が
三
月
七
日
か
ら
三

月
十
八
日
ま
で
開
か
れ
、平
成
二
十

六
年
度
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
、条

例
の
制
定
・
一
部
改
正
案
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算

　
今
回
議
決
し
た
案
件
の
う
ち
、平

成
二
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
十
一
億

四
千
三
百
万
円
で
、前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
る
と
、
四
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
（
二
億
三
千
五
百
万
円
）
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、町
税
や

使
用
料
及
び
手
数
料
、諸
収
入
な
ど
、

国
や
県
に
頼
ら
な
い
自
主
財
源
が

九
億
二
千
九
百
二
十
五
万
四
千
円

で
、
歳
入
総
額
の
十
八
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た
り
、前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
二
千
三
百
七
十
万
七
千
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
・
県

支
出
金
、町
債
な
ど
の
依
存
財
源
は

四
十
二
億
一
千
三
百
七
十
四
万
六

千
円
で
歳
入
総
額
の
八
十
一
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
　

　
一
般
会
計
歳
出
予
算
を
性
質
別

に
見
る
と
、
職
員
給
や
特
別
職
給
、

議
員
報
酬
、共
済
負
担
金
な
ど
の
人

件
費
が
七
億
一
千
八
百
三
十
九
万

三
千
円（
歳
出
全
体
の
十
四
・
〇
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
長
期
債
の
返
済
な
ど
に

充
て
ら
れ
る
公
債
費
が
十
億
八
百

七
十
八
万
三
千
円（
歳
出
全
体
の
十

九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）、国
保
・
介
護
・

下
水
道
な
ど
の
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
が
七
億
六
千
百
三
十
万
七
千

円
（
歳
出
全
体
の
十
四
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
道
路
や
建
物
な
ど
を
造
っ

た
り
、災
害
復
旧
を
し
た
り
す
る
た

め
の
投
資
的
経
費
は
三
億
三
百
六

十
四
万
六
千
円（
歳
出
全
体
の
五
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、次
ペ
ー
ジ
で
新
年
度
予
算

の
概
要
に
つ
い
て
、図
表
で
説
明
し

ま
す
。

　
ま
た
、
各
特
別
会
計
予
算
で
は
、

病
院
事
業
会
計
予
算
の
収
益
的
収

入
が
九
億
一
千
四
百
四
十
一
万
九

千
円（
対
前
年
比
四
百
三
十
万
六
千

円
増
）・
収
益
的
支
出
が
十
二
億
二

千
三
百
九
十
二
万
八
千
円（
三
億
一

千
三
百
八
十
一
万
五
千
円
増
）・
資

本
的
収
入
が
六
千
八
百
五
万
七
千

円（
二
千
三
百
九
十
二
万
八
千
円
増
）・

資
本
的
支
出
が
一
億
五
百
四
十
四

万
四
千
円（
六
千
百
三
十
一
万
五
千

円
増
）
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
五

億
五
千
六
百
五
十
六
万
九
千
円（
三

千
百
五
十
六
万
円
減
）
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
八
百
七
十
二
万

二
千
円（
八
百
九
十
万
八
千
円
増
）、

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
が
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
四
億
七
千
五
百

三
十
八
万
一
千
円（
七
千
三
十
七
万

二
千
円
増
）
、
温
泉
事
業
特
別
会
計

予
算
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千

三
百
七
十
三
万
一
千
円（
一
千
三
百

四
十
万
円
減
）
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
三
百
十
六
万
六
千
円（
十
八
万
円

減
）
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億

七
千
三
百
九
十
九
万
円（
二
千
五
百

七
十
四
万
四
千
円
増
）
、
蔵
館
財
産

区
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
千
二
百
七
十
四
万
三
千

円
（
五
十
四
万
六
千
円
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

■
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算

　
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
九
号
）で
は
、最
終
の
需

要
を
見
込
み
、ま
た
事
務
事
業
の
確

定
等
に
伴
い
、そ
れ
ぞ
れ
調
整
を
加

え
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、歳
入
歳
出
と
も
二
億
四
千

五
百
四
十
二
万
九
千
円
を
追
加
し
、五

十
六
億
四
千
七
百
四
万
一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
は
、減
債
基
金
積
立
金

に
一
億
五
千
六
百
五
十
六
万
七
千

円
、公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金

に
二
千
五
百
万
円
、ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
積
立
金
に
二
千
五
百
万
円
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、病
院
事
業
会

計
補
助
金
に
二
千
万
円
な
ど
を
追

加
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
対
応
す
る
財
源
は
、地
方

交
付
税
一
億
六
千
四
百
三
十
四
万

八
千
円
、国
庫
支
出
金
二
千
三
百
七

十
六
万
八
千
円
、県
支
出
金
三
千
四

百
四
十
九
万
五
千
円
、財
産
収
入
二

千
八
百
八
十
四
万
三
千
円
な
ど
を

増
額
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
関
連

し
た
歳
入
を
調
整
し
ま
し
た
。
　

　
そ
の
他
、繰
越
明
許
費
及
び
地
方

債
の
補
正
を
し
た
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、今
冬
の
大
雪
に
伴
う
除

排
雪
経
費
と
し
て
、平
成
二
十
五
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
号
）

を
追
加
提
案
し
、一
般
会
計
の
総
額

は
、歳
入
歳
出
と
も
六
百
三
十
万
円

を
追
加
し
、五
十
六
億
五
千
三
百
三

十
四
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

平
成
二
十
五
年
度
の
最
終
需
要
を

見
込
ん
で
予
算
を
補
正
し
た
も
の

で
す
。

■
条
例
等
の
制
定
・
一
部
改
正

▽
大
鰐
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▽
大
鰐
町
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▽
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▽
大
鰐
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
そ
の
他

▽
大
鰐
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

▽
大
鰐
町
情
報
公
開
審
査
会
の
委

員
の
選
任

（
再
任
）
中
林
裕
雄
・
藤
本
俊
一
・
山

田
範
正
・
渡
邊
勝
則
・（
新
任
）
幸
山

忠
勝

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

（
再
任
）
森
山
正
夫
・
横
山
圭
一
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26年度

平成26年度　対前年比で4.8％の増額

町づくりに51億4千3百万円
●図表で見る一般会計

歳入

歳出
目的別の内訳

町税の内訳
（単位：千円）

（単位：千円）

町民税
241,093

（33.7％）

軽自動車税
24,479

（3.4％）

特別土地保有税
２

（0.0％）

固定資産税
363,785

（50.9％）

町たばこ税
60,562

（8.5％）

入湯税
10,000

（1.4％）

都市計画税
15,015

（2.1％）

議会費
78,626

（1.5％）

衛生費
300,131

（5.8％）

土木費
460,878

（9.0％）

公債費
1,008,783
（19.6％）

総務費
879,364

（17.1％）

農林水産業費
166,225

（3.2％）

消防費
195,873

（3.8％）

災害復旧費
3,530

（0.1％）

民生費
1,351,568
（26.3％）

商工費
54,722

（1.1％）

教育費
406,922

（7.9％）

諸支出金
228,787

（4.4％）

その他
7,591

（0.2％）

歳出総額
5,143，000
　　干円

人件費
718,393

（14.0％）

補助費等
985,491

（19.2％）

維持補修費
78,446

（1.5％）

扶助費
584,380

（11.4％）

普通建設事業費
300,116（5.8％） 積立金

80,271(1.5％)

その他
8,810

（0.2％）

公債費
1,008,783
（19.6％）

繰出金
761,307

（14.8％）

物件費
617,003
(12.0％)

歳入総額
5,143,000
　　干円

地方交付税
2,919,156
（56.8％）

町税
714,936

（13.9％）

地方譲与税
80,000

（1.5％）

国庫支出金
384,546

（7.5％）

県支出金
349,844
（6.8％）

町債
358,100

（7.0％）

諸収入
89,237

（1.7％）

分担金及び負担金
50,030（1.0％）

地方消費税交付金
100,000（1.9％）

その他
97,151（1.9％）

●総務課だより

●―――広報　おおわに・平成26年５月号―――●
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①
選
挙
公
約
「
財
政
改
革
」
と

　
　
「
五
十
億
円
農
業
」
を
検
証
す

　
　
る

　
　
②
人
口
減
少
問
題
に
か
か
る

　
　
対
策
は
当
初
予
算
に
反
映
さ

　
　
れ
た
か

問
①
　
町
長
は
平
成
二
十
二
年
の

選
挙
の
際
、「
五
つ
の
約
束
」と
し
て

公
約
を
公
表
。
そ
の
第
一
番
が「
命

が
け
で
財
政
改
革
に
取
り
組
む
」で

あ
る
。
町
長
に
就
任
後
一
年
半
、リ

ゾ
ー
ト
開
発
関
係
の
借
金
問
題
が

決
着
。

　
県
の
総
務
費
県
補
助
金
の
二
十

五
年
度
交
付
額
と
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

　
町
は
債
権
者
の
三
つ
の
銀
行
と

厳
し
い
交
渉
を
行
っ
て
き
た
が
、協

議
の
回
数
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
係
る
損
失
補

償
の
履
行
に
伴
う
、借
入
金
六
十
六

億
一
千
七
百
万
円
に
つ
い
て
、年
約

二
億
二
千
四
百
万
円
、三
十
年
間
の

長
期
に
わ
た
る
償
還
返
済
が
始
ま
っ

た
が
、早
期
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱

却
時
期
は
ど
う
か
。
　

　
「
五
つ
の
約
束
」
の
第
二
番
、「
豊

か
な
農
業
を
目
指
す
」に
つ
い
て
は
、

第
五
次
振
興
計
画
に
よ
れ
ば
、八
年

後
の
平
成
三
十
四
年
に
は
町
の
人

口
は
九
千
人
を
切
っ
て
八
千
七
百

人
に
な
る
と
予
想
。
そ
の
時
の
一

次
産
業
従
事
者
は
就
業
人
口
の

一
七
％
、六
百
五
十
人
。
公
約
の
五

十
億
円
農
業
は
ど
の
よ
う
に
し
て

達
成
す
る
の
か
。

　
二
十
三
年
度
か
ら
二
十
五
年
度

ま
で
に
設
置
さ
れ
た
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
は
何
棟
か
。

答
①
（
町
長
）
　
県
知
事
へ
の
財
政

支
援
要
望
が
認
め
ら
れ
、三
十
年
償

還
の
起
債
に
対
し
て
、一
定
期
間
県

か
ら
利
子
補
給
補
助
の「
市
町
村
財

政
健
全
化
対
策
事
業
費
補
助
金
」を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
補
助
額
は
、平
成
二
十
四
年
度
実

績
が
四
千
二
百
九
十
四
万
二
千
円
、

平
成
二
十
五
年
度
交
付
決
定
額
は

三
千
二
百
六
十
三
万
七
千
円
で
、今

後
も
継
続
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
五
者
協
定
等
に
係
る
金
融
機
関

と
の
見
直
し
協
議
は
、平
成
二
十
一

年
十
一
月
か
ら
平
成
二
十
三
年
十

月
ま
で
、前
任
の
町
長
時
代
が
三
回
、

私
が
就
任
し
て
か
ら
四
回
の
計
七

回
実
施
。
そ
の
間
、そ
の
前
後
に
も

幾
度
と
な
く
、金
融
機
関
と
の
個
別

協
議
や
県
と
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど

を
行
っ
た
。

　「
財
政
健
全
化
計
画
」で
は
、平
成

三
十
三
年
度
に
完
了
す
る
が
、現
在
、

健
全
化
判
断
比
率
や
三
セ
ク
債
の

繰
上
償
還
の
財
源
と
な
る
減
債
基

金
の
積
み
立
て
も
、計
画
を
上
回
っ

て
推
移
し
て
い
る
。

　
健
全
化
計
画
の
完
了
、健
全
化
団

体
か
ら
の
脱
却
は
、今
後
の
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
、繰
上
償
還
の
時
期

等
も
含
め
て
慎
重
に
判
断
す
べ
き

と
認
識
し
て
い
る
。

　
農
業
生
産
額
五
十
億
円
を
目
指

す
と
の
公
約
は
、農
業
所
得
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、農
業
生
産
基
盤
の

整
備
は
も
と
よ
り
、消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
高
品
質
化
や
高
付

加
価
値
化
に
努
め
つ
つ
、
生
産
・
加

工
・
販
売
力
を
強
化
し
、
生
産
と
経

営
の
両
面
か
ら
所
得
向
上
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　
経
営
感
覚
に
優
れ
た
担
い
手
の

育
成
、土
地
利
用
型
農
業
に
お
け
る

集
落
営
農
な
ど
、規
模
拡
大
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
、
産
地
の
育
成
な
ど
、

供
給
面
に
係
る
施
策
全
般
を
戦
略

的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、初
め
て
達

成
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を

対
象
に
、り
ん
ご
産
業
基
幹
青
年
養

成
事
業
を
初
め
、り
ん
ご
病
害
虫
マ

ス
タ
ー
養
成
事
業
、り
ん
ご
剪
定
士

養
成
事
業
な
ど
に
よ
る
栽
培
技
術

の
習
得
か
ら
流
通
、経
営
等
に
関
す

る
基
礎
知
識
を
研
修
さ
せ
、担
い
手

の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
平
成
二
十
四
年
度
に
は
、集
落
営

農
組
合
が
一
団
体
組
織
さ
れ
、遊
休

農
地
及
び
耕
作
放
棄
地
等
の
解
消

や
、稲
作
以
外
の
作
物
の
導
入
に
よ

り
、将
来
的
に
経
営
多
角
化
に
よ
る

法
人
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
町
第
五
次
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
振
興
の

主
要
施
策
で
あ
る
、農
業
を
支
え
る

人
づ
く
り
、農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、

高
付
加
価
値
型
農
業
の
展
開
な
ど

の
取
り
組
み
に
よ
り
、農
業
生
産
額

五
十
億
円
を
目
指
し
て
い
く
。

　
簡
易
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
設
置
の
実

績
は
、
平
成
二
十
三
年
度
、
ト
マ
ト

ハ
ウ
ス
が
十
棟
、メ
ロ
ン
ハ
ウ
ス
が

五
棟
。
平
成
二
十
四
年
度
は
、ト
マ

ト
ハ
ウ
ス
が
十
四
棟
、メ
ロ
ン
ハ
ウ

ス
が
五
棟
。
平
成
二
十
五
年
度
は
、

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
九
棟
を
設
置
。

問
②
　
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
二

十
五
年
一
月
ま
で
の
転
入
者
は
四

千
二
百
九
十
七
名
、転
出
者
は
六
千

四
百
五
十
三
人
。
こ
の
五
年
間
で

二
千
百
五
十
六
人
が
減
少
。

　
二
〇
一
三
年
の
町
勢
要
覧
資
料

で
は
、こ
の
五
年
間
の
出
生
者
は
二

百
四
十
三
人
で
、亡
く
な
ら
れ
た
方

は
三
倍
半
の
八
百
六
十
六
人
、六
百

二
十
三
人
の
減
少
。

　
税
収
は
落
ち
、社
会
保
障
費
は
ど

ん
ど
ん
伸
び
、
人
口
流
出
も
進
み
、

そ
の
対
策
費
が
当
初
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
な
い
が
、原
因
、理
由
、今

後
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

　
人
口
減
少
問
題
に
対
し
て
、検
討

委
員
会
を
早
急
に
立
ち
上
げ
て
、人

３月定例町議会 一般質問

○町政ここが聞きたい●

幸　山　市　雄　議員　　山　田　金　治　議員

秋田谷　和　文　議員　　渡　辺　久一郎　議員

花　田　英　一　議員　　福　地　義　輝　議員

秋　元　芳　江　議員　　内　海　繁　勝　議員　

８名登壇

質問

幸山市雄　議員

■　議会だより　■
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口
の
町
外
流
出
の
抑
制
策
を
多
角

的
に
調
査
・
研
究
し
、
具
体
策
を
立

案
し
試
行
し
て
い
く
べ
き
だ
が
、考

え
は
あ
る
か
。

答
②
（
町
長
）
　
町
に
と
っ
て
人
口

減
少
問
題
は
大
き
な
課
題
。

　
町
の
同
時
期
の
住
民
基
本
台
帳

人
口
は
、一
万
八
百
八
十
人
で
前
年

同
月
と
比
較
し
二
百
七
十
二

人
、
二
・
四
％
の
減
と
全
国
比
率
の

〇
・
一
八
％
を
大
き
く
上
回
る
減
少

率
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
は
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
の
整
備
と
、高
齢
者
や
障

害
を
持
っ
て
い
る
方
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
福
祉
環
境
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
議
員
各
位
か
ら
一
般

質
問
や
、全
員
協
議
会
な
ど
の
場
で
、

提
言
等
の
あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、

予
算
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
検
討
し
、

結
果
、
教
育
・
住
民
福
祉
に
重
点
を

置
い
た
新
年
度
予
算
編
成
と
し
た
。

　
税
収
確
保
対
策
は
、新
年
度
か
ら

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
の
あ
っ

た
方
に
、町
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
、少
し
で
も
財
源
の
確
保
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、町
の
Ｐ
Ｒ
の

一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
財
政
健
全
化
団
体
で
あ
る
町
と

し
て
は
、
議
会
の
理
解
、
協
力
を
得

な
が
ら
少
な
い
財
源
で
よ
り
高
い

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

　
人
口
減
少
対
策
に
係
る
検
討
委

員
会
等
は
、今
後
必
要
性
等
を
検
討

し
た
い
。

　
　
①
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で

　
　
き
る
施
設
整
備
に
配
慮
を

問
①
　
当
町
で
は
災
害
時
に
避
難

場
所
と
し
て
、
中
央
公
民
館
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
及
び
各
地
区
の
改
善
セ

ン
タ
ー
、集
会
所
二
十
五
箇
所
が
指

定
さ
れ
、選
挙
の
投
票
所
に
も
な
っ

て
い
る
が
、
入
口
は
段
差
が
あ
り
、

高
齢
者
及
び
障
害
者
は
大
変
だ
と

の
声
が
あ
る
の
で
、手
す
り
及
び
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
も
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

答
①
（
町
長
）
　
避
難
所
又
は
投
票

所
と
な
っ
て
い
る
施
設
の
ス
ロ
ー

プ
や
手
す
り
、洋
式
ト
イ
レ
の
有
無

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、ス
ロ
ー

プ
は
一
施
設
、手
す
り
の
あ
る
施
設

は
五
施
設
、
洋
式
ト
イ
レ
は
、
男
性

用
十
施
設
、
女
性
用
十
五
施
設
、
男

女
兼
用
が
一
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
地
区
の
集
会
セ
ン
タ
ー
等
は
、

投
票
所
や
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設

で
あ
り
、高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

方
へ
の
対
応
・
配
慮
は
当
然
の
こ
と

で
あ
り
、現
状
は
決
し
て
十
分
な
状

況
で
は
な
い
。

　
今
後
、
各
施
設
の
改
修
な
ど
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て

い
く
。

　
　
①
奨
学
金
の
新
た
な
返
済
方

　
　
法
の
導
入
を
求
め
る

問
①
　
町
の
奨
学
金
制
度
は
、貸
与

な
る
が
故
に
、返
済
の
義
務
を
伴
う
。

い
う
な
ら
ば
一
人
の
青
年
が
、奨
学

金
と
い
う
名
の
ロ
ー
ン
を
背
負
っ

て
社
会
へ
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
を

意
味
す
る
。

　
報
道
に
よ
れ
ば
総
務
省
の
労
働

力
調
査
で
昨
年
の
非
正
規
労
働
者

の
数
は
千
九
百
万
人
余
で
あ
り
、雇

用
者
の
割
合
は
実
に
三
六
・
六
％
。

非
正
規
労
働
者
は
、待
遇
面
で
非
常

に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。
　

　
奨
学
金
利
用
者
は
、
こ
こ
数
年
、

毎
年
三
十
人
か
ら
四
十
人
近
く
が

利
用
し
、現
在
返
済
中
の
方
が
百
二

十
人
前
後
い
る
。

　
返
済
状
況
は
良
好
で
滞
納
者
は

十
人
程
度
。
こ
の
事
実
は
確
か
に

一
見
、何
の
問
題
も
包
含
し
て
い
な

い
か
の
如
く
見
え
る
。

　

し

か

し

、
非

正

規

雇

用

者

三
六
・
六
％
の
現
実
を
直
視
す
る
と

き
、
利
用
者
の
中
に
も
、
厳
し
い
経

済
状
況
下
の
中
に
い
る
。
返
済
困

難
者
が
顕
在
化
し
な
い
だ
け
か
も

し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
方
が
滞
納
に
よ
り
連

帯
保
証
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

を
避
け
る
た
め
、や
む
な
く
有
利
子

で
金
融
機
関
か
ら
借
金
し
、町
へ
返

済
し
て
い
る
と
し
た
ら
、せ
っ
か
く

の
無
利
子
奨
学
金
貸
与
の
理
念
が

無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
奨
学

金
の
返
済
方
法
を
文
字
ど
お
り
弱

者
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
と
な
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
例
え
ば
一
定
の
明
確
な
収
入
基

準
の
下
で
一
定
年
限
の
返
済
猶
予

制
度
を
創
設
す
る
。
年
収
に
応
じ

て
返
済
期
間
を
従
来
よ
り
長
く
し
、一

回
の
返
済
額
を
減
ら
す
制
度
な
ど

き
め
細
か
な
返
済
制
度
の
創
設
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
者
及
び

返
済
中
の
方
に
積
極
的
に
周
知
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
必

要
は
な
い
か
。

答
①（
教
育
長
）　
滞
納
者
に
は
、連

絡
を
と
り
、
事
情
を
聞
い
て
、
無
理

の
な
い
計
画
で
返
済
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
る
。

　
返
済
の
猶
予
制
度
や
返
済
期
間

の
見
直
し
、周
知
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
、
質
問
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
検

討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
①
地
域
防
災
力
の
強
化
の
た

　
　
め
、消
防
団
の
処
遇
改
善
に
努

　
　
め
よ

　
　
②
臨
時
福
祉
給
付
金
は
如
何

　
　
な
る
も
の
か

問
①
　
昨
年
十
二
月
、消
防
団
を
支

援
す
る「
地
域
防
災
力
充
実
強
化
法
」

が
成
立
。
団
員
の
処
遇
改
善
や
、装

備
品
、訓
練
の
充
実
に
予
算
が
確
保

さ
れ
た
。

　
階
級
や
在
籍
年
数
に
応
じ
て
設

け
ら
れ
て
い
る
退
職
報
奨
金
は
、全

階
級
で
一
律
五
万
円
上
乗
せ
す
る

ほ
か
、
報
酬
・
出
動
手
当
の
引
き
上

げ
の
条
例
改
正
を
強
く
求
め
て
い

る
。

　
こ
の
法
律
を
受
け
て
、団
員
の
報

酬
年
額
、出
動
手
当
も
増
額
し
て
ほ

し
い
。

　
消
防
団
の
装
備
は
ど
の
よ
う
に

拡
充
す
る
の
か
。

質問

質問

質問

山田金治　議員

秋田谷和文　議員

渡辺久一郎　議員
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答
①（
町
長
）　
処
遇
改
善
を
図
り
、

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、新

年
度
か
ら
年
報
酬
を
一
律
五
千
円

引
き
上
げ
る
。

　
装
備
拡
充
や
団
員
の
教
育
訓
練

の
充
実
も
、消
防
事
務
組
合
や
消
防

団
本
部
な
ど
と
協
議
し
、前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
②
　
消
費
税
八
％
に
伴
い
、臨
時

福
祉
給
付
金
一
万
円
が
支
給
さ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
人
が
対
象
か
。

　
五
千
円
上
乗
せ
さ
れ
る
対
象
者

は
ど
の
よ
う
な
方
か
。
対
象
者
に

は
ど
の
よ
う
な
形
で
い
つ
通
知
す

る
の
か
。
対
象
者
は
何
人
か
。
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
給
付
金
一
万

円
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
高
額
療
養
費
の
窓
口
負
担
の
上

限
が
低
減
さ
れ
る
が
、具
体
的
に
金

額
は
ど
う
か
。

　
軽
自
動
車
税
、自
動
車
取
得
税
は

具
体
的
に
は
ど
う
か
。

答
②（
町
長
）　
支
給
対
象
者
は
、平

成
二
十
六
年
一
月
一
日
に
在
住
す

る
者
で
、市
町
村
民
税（
均
等
割
）が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
者
か
ら
市
町

村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の

扶
養
親
族
及
び
生
活
保
護
制
度
内

で
対
応
さ
れ
る
被
保
護
者
等
を
除

い
た
も
の
で
、
加
算
さ
れ
る
者
は
、

老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
、障
害
基
礎

年
金
受
給
者
、遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
、児
童
扶
養
手
当
を
初
め
と
す
る

各
手
当
の
受
給
者
。

　
対
象
者
へ
の
通
知
は
、六
月
以
降

と
な
る
。
対
象
者
数
は
、四
千
二
十

八
人
で
加
算
の
対
象
者
は
千
五
百

七
人
と
算
定
。

　
子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金
は
、平

成
二
十
六
年
一
月
一
日
に
在
住
す

る
平
成
二
十
六
年
一
月
の
児
童
手

当
受
給
者
又
は
平
成
二
十
六
年
一

月
一
日
生
ま
れ
の
児
童
の
平
成
二

十
六
年
二
月
分
児
童
手
当
受
給
者

で
児
童
手
当
の
所
得
制
限
に
満
た

な
い
者
七
百
四
十
八
人
で
、通
知
等

は
臨
時
福
祉
給
付
金
と
同
じ
。

　
高
額
療
養
費
の
窓
口
負
担
の
上

限
低
減
は
、平
成
二
十
七
年
一
月
か

ら
施
行
す
る
。

　
七
十
歳
未
満
の
者
の
所
得
区
分

を
現
行
の
三
区
分
か
ら
五
区
分
に

細
分
化
し
、負
担
能
力
に
応
じ
た
負

担
と
す
る
。

　
軽
自
動
車
税
は
、平
成
二
十
七
年

度
分
か
ら
、原
付
、
軽
二
輪
及
び
小

型
二
輪
の
標
準
税
率
が
最
低
二
千

円
に
引
上
げ
。
軽
自
動
車
の
標
準

税
率
は
、平
成
二
十
七
年
度
以
降
に

新
た
に
取
得
さ
れ
る
四
輪
車
等
の

税
率
を
自
家
用
乗
用
車
は
七
千
二

百
円
が
一
万
八
百
円
に
、そ
の
他
の

区
分
の
車
両
は
、四
千
円
が
五
千
円

に
な
る
。
平
成
二
十
六
年
度
ま
で

に
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
も

の
は
、現
行
の
標
準
税
率
の
ま
ま
。

　
軽
自
動
車
税
も
グ
リ
ー
ン
化
の

た
め
、最
初
の
新
規
検
査
か
ら
十
三

年
を
経
過
し
た
四
輪
車
等
は
、平
成

二
十
八
年
度
か
ら
一
万
八
百
円
が

一
万
二
千
九
百
円
と
な
る
。

　
自
動
車
取
得
税
は
、平
成
二
十
二

年
度
燃
費
基
準
を
満
た
し
た
自
動

車
等
の
取
得
に
係
る
税
率
が
自
家

用
自
動
車
は
五
％
か
ら
三
％
に
、営

業
用
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
は
、三
％

か
ら
二
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
措
置

で
あ
る
エ
コ
カ
ー
減
税
の
軽
減
率

が
、
七
五
％
を
八
〇
％
に
、
五
〇
％

を
六
〇
％
に
拡
充
さ
れ
る
。

　
　
①
小
学
校
統
合
後
の
有
効
利

　
　
用
は
組
織
的
団
体
の
提
案
を

　
　
活
用
せ
よ

問
①
　
小
学
校
統
合
計
画
（
案
）
で

は
、「
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活

用
、災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の

存
続
に
留
意
し
、地
域
の
意
見
を
反

映
さ
せ
広
く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
」

と
あ
り
、
老
人
保
健
施
設
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
町
民
体
育
館
な
ど
、
数
々

の
利
用
例
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
す
る
た
め
に
は
、十
一
月
く
ら

い
ま
で
に
は
経
費
を
伴
っ
た
利
用

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
期
間
的
に
余
裕
も
な
い
こ
と
か

ら
、利
用
に
つ
い
て
組
織
的
な
団
体

に
提
案
し
て
も
ら
い
、あ
る
程
度
確

定
し
た
利
用
を
進
め
な
が
ら
、将
来

に
向
か
っ
て
広
く
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
っ
て
、活
用
の
充
実
を
図
っ
て
は

ど
う
か
と
考
え
、次
の
組
織
団
体
か

ら
提
案
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

一
、学
区
内
の
各
区
長
等
代
表
者
に

よ
り
、学
区
内
区
民
の
た
め
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
提
案
。

二
、町
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
推
進
委

員
に
よ
る
、競
技
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
活
用
に
つ
い
て

検
討
提
案
。

三
、文
化
協
会
に
よ
る
伝
統
文
化
で

あ
る
獅
子
舞
や
登
山
囃
子
及
び
書

道
、
絵
画
、
茶
道
な
ど
の
文
化
の
振

興
の
た
め
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

提
案
。

　
こ
れ
ら
各
団
体
に
よ
る
活
用
提

案
の
充
実
し
た
推
進
及
び
施
設
の

安
全
な
管
理
運
営
の
た
め
、管
理
人

を
常
駐
し
た
「
学
区
公
民
館
」
と
し

て
の
位
置
付
け
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
財
産
と
し
て
の
学
校
施
設

の
有
効
利
用
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

答
①（
町
長
）　
四
月
か
ら
、担
当
課

長
か
ら
な
る「
公
有
財
産
活
用
検
討

委
員
会
」
を
初
め
、
本
格
的
な
検
討

を
進
め
る
予
定
。

　
町
全
体
の
公
共
施
設
の
利
活
用

を
考
え
な
が
ら
、企
業
誘
致
や
大
胆

な
転
用
を
視
野
に
入
れ
、教
育
委
員

会
と
も
よ
く
相
談
し
な
が
ら
進
め

る
。

答
①
（
教
育
長
）
　
「
学
区
公
民
館
」

も
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と

思
う
。

　
避
難
所
と
し
て
の
機
能
も
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、町
と

も
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、有
効
な
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　
　
①
ス
キ
ー
場
の
経
営
実
態
と

　
　
地
域
に
経
済
効
果
は
も
た
ら

　
　
し
た
か

問
①
　
派
遣
さ
れ
た
役
場
職
員
の

給
料
及
び
町
が
繰
り
入
れ
る
管
理

料
、修
繕
費
等
を
含
め
た
ス
キ
ー
場

の
収
支
見
込
み
は
。

　
四
月
か
ら
指
定
管
理
者
が
運
営

す
る
が
、元
三
セ
ク
職
員
が
何
人
採

用
に
な
り
、現
在
と
比
べ
て
待
遇
面

は
ど
う
な
る
の
か
。今
後
の
ス
キ
ー

場
運
営
と
安
全
面
は
大
丈
夫
な
の

か
。

　
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
開

か
れ
た
が
、当
町
の
宿
泊
状
況
を
知

ら
せ
て
ほ
し
い
。

質問

質問

福地義輝　議員

花田英一　議員

■　議会だより　■
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ス
キ
ー
場
の
地
域
へ
の
経
済
波

及
効
果
は「
ど
こ
に
」「
ど
の
よ
う
に
」

表
れ
る
の
か
。

答
①（
町
長
）　
今
年
度
の
収
支
見

込
み
は
、収
入
が
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
二
千
万
円
を
含
み
、リ
フ
ト

利
用
料
四
千
万
円
、料
飲
等
の
売
上

一
千
七
百
五
十
万
円
な
ど
、合
計
七

千
八
百
九
十
万
円
と
な
る
見
込
み
。

　
支
出
は
、人
件
費
二
千
三
百
六
十

万
円
、
燃
料
・
光
熱
水
費
一
千
七
十

万
円
、修
繕
料
一
千
三
百
万
円
な
ど
、

合
計
六
千
五
百
七
十
万
円
と
な
る

見
込
み
。

　
収
支
差
引
額
は
、一
千
三
百
二
十

万
円
の
黒
字
と
な
る
。
役
場
職
員

の
給
与
相
当
分
を
差
し
引
く
と
黒

字
額
は
一
千
百
七
十
万
円
と
な
る
。

　
今
後
の
ス
キ
ー
場
の
運
営
と
安

全
面
は
、元
三
セ
ク
職
員
の
方
々
の

協
力
に
よ
り
五
名
が
指
定
管
理
者

で
あ
る
東
洋
建
物
管
理（
株
）
へ
採

用
さ
れ
る
予
定
。

　
待
遇
面
は
、現
在
の
状
況
を
上
回

る
よ
う
に
と
お
願
い
し
て
い
る
。

　
職
員
は
、ス
キ
ー
場
運
営
の
た
め

の
資
格
保
持
経
験
者
で
あ
り
、安
全

面
に
つ
い
て
は
十
分
な
能
力
と
経

験
が
あ
る
の
で
、指
定
管
理
後
も
大

丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
第
五
十
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー

競
技
大
会
の
宿
泊
施
設
数
は
、大
会

本
部
で
手
配
し
た
も
の
及
び
町
が

把
握
し
て
い
る
も
の
合
わ
せ
、大
鰐

町
九
軒
、
弘
前
市
二
軒
、
平
川
市
二

軒
の
十
三
軒
。

　
宿
泊
者
数
は
五
百
十
一
人
で
、大

鰐
町
に
は
三
百
一
人
が
宿
泊
し
て

い
る
。

　
ス
キ
ー
場
の
波
及
効
果
は
、冬
期

間
の
雇
用
の
確
保
、町
内
か
ら
の
原

材
料
等
の
購
入
、大
会
関
係
者
や
観

客
に
よ
る
宿
泊
飲
食
等
の
直
接
的

な
消
費
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、ス
キ
ー
場
の
話
題
が

マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
れ

ば
、町
の
大
き
な
宣
伝
効
果
に
も
つ

な
が
る
。

　
　
①
短
命
返
上
に
向
け
て
、先
進

　
　
地
の
取
組
み
を
奨
励
す
る

　
　
②
福
祉
灯
油
の
助
成
を
再
度

　
　
問
う

　
　
③
介
護
保
険
改
悪
、町
が
や
る

　
　
べ
き
こ
と
は
何
か

　
　
④
防
災
対
策
・
計
画
は
大
雨
や

　
　
土
砂
災
害
を
踏
ま
え
た
も
の

　
　
に

　
　
⑤
雪
対
策
、
町
の
方
針
は

問
①
　
板
柳
町
は
地
道
な
努
力
で

検
診
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
、寿
命

も
延
ば
し
て
い
る
。
取
り
組
ん
で

五
年
、確
実
に
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
。

　
町
民
の
約
半
数
が
国
保
加
入
者

だ
が
、五
年
間
で
受
診
率
が
二
％
向

上
し
、
平
均
寿
命
は
男
性
が
二
・
二

歳
、
女
性
が
一
・
六
歳
延
び
た
。
受

診
で
全
く
の
異
常
な
し
は
一
割
、九

割
は
何
ら
か
の
異
常
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。

　
検
診
結
果
の
説
明
会
参
加
は

八
五
％
と
高
く
、再
検
査
や
精
密
検

査
が
必
要
な
人
に
は
電
話
や
訪
問

し
て
、
検
査
を
促
す
。

　
検
査
結
果
は
医
療
機
関
と
連
携

し
、文
書
で
出
し
て
も
ら
い
本
人
が

そ
れ
を
持
っ
て
報
告
す
る
。
検
診

日
・
検
査
結
果
の
説
明
会
・
再
検
査
・

報
告
の
四
日
を
要
す
る
が
、町
民
の

意
識
が
向
上
し
て
い
る
た
め
そ
れ

ら
は
守
ら
れ
て
い
る
。

　
健
康
教
室
を
開
き
、一
人
二
十
分

か
ら
三
十
分
を
か
け
て
個
人
面
談

す
る
。
町
全
部
を
回
る
の
に
一
箇

月
か
か
る
が
、体
の
メ
力
ニ
ズ
ム
の

説
明
か
ら
始
め
る
た
め
、男
性
の
参

加
も
多
い
。

　
当
町
で
は
男
性
の
意
識
が
低
く
、

女
性
が
変
わ
っ
て
も
男
性
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
短
命
県
か
ら
脱
出
で

き
な
い
。

　
板
柳
町
の
方
法
を
実
践
し
て
は

ど
う
か
。

答
①
（
町
長
）
　
女
性
は
短
命
と
い

う
ほ
ど
で
な
い
が
、男
性
は
全
国
ワ
ー

ス
ト
十
三
位
の
恥
ず
か
し
い
結
果

で
あ
る
。

　
町
は
短
命
返
上
の
た
め
、い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
ガ

ン
や
脳
卒
中
な
ど
で
の
死
亡
が
多

い
た
め
、ま
ず
生
活
習
慣
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
食
生
活
改
善
推
進
会
は
、塩
分
の

控
え
た
食
事
の
提
供
や
小
学
生
の

朝
食
を
き
ち
ん
と
摂
る
な
ど
体
に

よ
い
生
活
習
慣
を
つ
く
る
こ
と
や

保
健
協
力
員
に
よ
る
生
活
習
慣
改

善
の
啓
発
を
す
す
め
、男
性
に
も
生

活
習
慣
の
改
善
が
広
が
る
よ
う
に

健
康
教
室
な
ど
を
各
地
域
で
実
施

す
る
。

　
検
診
が
病
気
の
早
期
発
見
に
は

大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
健
診
の
Ｐ

Ｒ
を
し
、受
診
者
数
の
増
加
に
努
め
、

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
特
定
健
診

の
無
料
化
、ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
助
成

や
当
町
で
多
い
肝
疾
患
を
減
ら
す

た
め
肝
炎
検
査
を
実
施
す
る
。

問
②
　
町
長
は
十
二
月
議
会
で
、福

祉
灯
油
は
「
必
要
を
感
じ
な
い
」
と

答
弁
し
た
。
現
実
は
原
油
価
格
の

高
騰
に
よ
り
灯
油
の
価
格
は
高
止

ま
り
を
し
た
ま
ま
。
そ
の
上
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
諸
物
価
は
上
が

り
、年
金
や
生
活
保
護
基
準
は
引
き

下
げ
ら
れ
て
町
民
の
生
活
は
圧
迫

さ
れ
て
い
る
。

　
県
内
は
今
別
町
に
続
い
て
外
ヶ

浜
町
も
福
祉
灯
油
助
成
を
始
め
た
。

当
町
で
も
高
齢
者
・
障
害
者
・
一
人

親
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
等
へ
の
福

祉
灯
油
の
実
施
を
実
現
し
て
ほ
し

い
。

　
ど
う
か
寒
さ
に
震
え
て
い
る
人

た
ち
に
温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
て

ほ
し
い
。

答
②（
町
長
）
　
福
祉
行
政
の
役
割

は
、低
所
得
者
に
対
す
る
福
祉
灯
油

な
ど
の
給
付
も
大
事
だ
が
、生
活
が

苦
し
い
方
が
ど
う
し
た
ら
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
か
と
い
う
支
援

を
す
る
こ
と
の
方
が
大
事
で
は
な

い
か
。

　
一
時
的
給
付
を
期
待
す
る
の
で

は
な
く
、将
来
的
に
不
安
の
な
い
生

活
を
営
め
る
よ
う
な
支
援
や
助
成

を
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
町
が

で
き
る
範
囲
で
行
い
た
い
。

問
③
　
安
倍
政
権
は
要
支
援
一
及

び
二
の
人
を
介
護
保
険
か
ら
外
し
、

自
治
体
に
丸
投
げ
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
特
養
へ
の
入
居
者
は
介
護

度
三
だ
け
と
し
、介
護
度
一
及
び
二

の
人
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
新
し
い
制
度
で
は
認
知
症
の
発

見
も
遅
れ
、重
症
化
の
恐
れ
が
あ
る
。

在
宅
で
暮
ら
せ
る
は
ず
の
人
が
重

症
化
し
て
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ

れ
ば
医
療
費
が
嵩
む
。
今
は
ど
う

や
っ
て
医
療
費
を
少
な
く
し
よ
う

か
と
取
り
組
ん
で
い
る
と
き
。

　
政
府
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
国

質問

秋元芳江　議員
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民
の
願
い
に
逆
行
し
、自
治
体
に
丸

投
げ
さ
れ
れ
ば
財
政
が
圧
迫
さ
れ

る
こ
と
は
明
ら
か
。

　
改
悪
ス
ト
ッ
プ
に
向
け
て
町
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
思

う
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
③（
町
長
）　
介
護
保
険
は
、現
状

の
ま
ま
で
は
平
成
三
十
七
年
に
は

医
療
・
介
護
の
運
営
が
困
難
な
状
況

に
な
る
と
推
定
さ
れ
、で
き
る
限
り

住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
制
度
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、施
策
の
変
更
も
あ

る
が
、全
体
と
し
て
み
れ
ば
介
護
保

険
の
給
付
を
す
る
た
め
に
皆
で
負

担
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
。

　
町
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、町
や
利

用
者
の
負
担
が
増
え
る
制
度
と
な
っ

て
い
る
が
、将
来
の
こ
と
も
考
え
て

の
こ
と
。

　
実
際
、制
度
の
運
用
が
始
ま
り
負

担
以
外
の
問
題
点
等
も
出
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、そ
う
い
う
機
会
を
捉

え
県
や
関
係
機
関
等
と
と
も
に
制

度
が
充
実
す
る
よ
う
要
望
等
し
て

い
く
。

問
④
　
昨
年
の
台
風
十
八
号
に
続

く
大
雨
で
町
内
の
あ
ち
こ
ち
に
被

害
が
出
た
。
町
民
全
員
避
難
の
防

災
無
線
も
雨
の
音
に
打
ち
消
さ
れ

全
く
役
に
立
た
ず
、消
防
の
方
が
直

接
出
向
い
て
避
難
さ
せ
る
事
態
に

な
っ
た
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
体
が

不
自
由
で
自
力
で
は
避
難
で
き
な

い
方
た
ち
の
把
握
は
で
き
た
の
か
。

防
災
無
線
が
役
に
立
た
な
い
の
な

ら
、各
戸
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
設
置
す

べ
き
。

　
昨
年
の
災
害
を
踏
ま
え
て
、防
災

対
策
と
計
画
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
④
（
町
長
）
　
災
害
時
の
避
難
困

難
者
等
は
、昨
年
十
一
月
時
点
の
デ
ー

タ
と
し
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
障
害
者
、
要

介
護
者
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
た
。

今
後
、
調
査
し
た
も
の
を
加
え
、
災

害
時
に
備
え
る
よ
う
把
握
に
努
め

る
。

　
防
災
無
線
が
聞
き
取
り
づ
ら
い

と
の
指
摘
は
以
前
か
ら
あ
り
、個
別

に
調
査
・
改
修
す
る
等
改
善
に
努
め

て
い
る
が
、大
雨
の
時
な
ど
は
現
状

の
設
備
で
は
限
界
も
あ
る
。

　
個
別
受
信
機
等
の
整
備
は
、財
源

確
保
等
の
面
か
ら
早
急
に
は
い
か

な
い
が
、災
害
時
に
は
サ
イ
レ
ン
の

併
用
に
よ
る
注
意
喚
起
や
緊
急
エ

リ
ア
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
避
難
情

報
等
の
的
確
な
周
知
に
努
め
た
い
。

　
防
災
計
画
は
、避
難
所
と
な
っ
て

い
る
小
学
校
の
閉
校
後
の
活
用
方

法
な
ど
の
検
討
も
含
め
て
、災
害
時

要
援
護
者
の
支
援
体
制
整
備
等
を

進
め
、今
後
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
当
町
に
お
い
て
一
番
懸
念
さ
れ

る
大
雨
や
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
、被
害
の
規
模

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
、町
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
、
こ
れ

ら
の
た
め
に
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。

問
⑤
　
今
冬
は
昨
年
に
比
べ
降
雪

量
も
少
な
く
助
か
っ
て
い
る
が
、そ

れ
で
も
雪
を
捨
て
る
所
が
な
い
小

路
は
雪
の
山
で
道
幅
が
狭
く
な
り

車
の
す
れ
違
い
が
難
し
い
。

　
特
に
三
ツ
目
内
は
ひ
ど
く
、住
民

か
ら
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
る
。
蔵
館
や
唐
牛

も
道
幅
が
狭
く
毎
年
悩
ま
さ
れ
て

い
る
。

　
除
雪
費
用
の
一
部
を
使
っ
て
融

雪
工
事
な
ど
で
き
な
い
も
の
か
。

　
中
学
校
側
か
ら
虹
の
大
橋
を
渡

り
き
る
と
こ
ろ
は
一
時
停
止
だ
が
、

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も
ス
リ
ッ
プ

し
て
な
か
な
か
止
ま
れ
な
い
。
融

雪
工
事
の
計
画
は
な
い
か
。

　
融
流
雪
溝
に
つ
い
て
、上
の
蓋
を

開
け
て
中
の
柵
は
転
落
防
止
な
の

で
開
け
な
い
よ
う
に
と
言
わ
れ
る

が
、流
れ
が
悪
い
と
捨
て
た
雪
の
面

倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
柵
を
上
げ
な
い

と
作
業
が
で
き
な
い
。
作
業
を
す

る
人
の
責
任
に
お
い
て
任
せ
て
ほ

し
い
。

答
⑤（
町
長
）　
狭
い
路
線
で
は
、雪

の
押
し
場
所
が
少
な
く
、道
路
脇
の

堆
雪
に
よ
っ
て
道
路
幅
員
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
。

　
こ
の
よ
う
な
箇
所
の
対
策
と
し

て
は
、各
地
区
か
ら
要
望
の
あ
る
融

流
雪
溝
の
整
備
が
急
務
だ
が
、路
線

や
水
源
等
の
調
査
を
含
め
、平
成
二

十
七
年
度
以
降
の
事
業
着
手
を
予

定
し
て
い
る
。

　
虹
の
大
橋
の
下
り
坂
の
一
時
停

止
位
置
の
所
は
、現
段
階
で
は
融
雪

剤
の
散
布
回
数
を
増
や
し
て
対
処

し
た
い
。

　
現
在
、町
道
及
び
県
道
等
に
設
置

さ
れ
て
い
る
融
流
雪
溝
は
、ど
ち
ら

も
雪
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

る
。

　
融
流
雪
溝
の
利
用
に
当
た
っ
て

は
、歩
行
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
に
も
、雪
捨
て
作
業
時
に
は
網
を

上
げ
ず
に
、
ま
た
作
業
終
了
後
は
、

投
雪
口
を
き
ち
ん
と
閉
め
る
よ
う

周
知
し
て
い
る
。

　
　
①
前
町
政
が
継
続
し
て
い
た

　
　
と
し
た
ら
の
仮
定
に

　
　
②
町
民
が
希
望
の
持
て
る
ま

　
　
ち
づ
く
り
と
財
政
再
建
と
の

　
　
整
合
性

　
　
③
教
育
委
員
会
制
度
改
革
で

　
　
現
場
は
ど
う
な
る
の
か

　
　
④
第
五
次
振
興
計
画
の
行
政

　
　
が
行
う
支
援
内
容
と
は
ど
の

　
　
よ
う
な
も
の
か

　
　
⑤
前
町
長
に
対
す
る
厳
正
な

　
　
法
的
措
置
の
考
え
は
あ
る
か

問
①
　
前
町
長
の
財
政
運
営
に
照

ら
し
、も
し
同
人
が
い
ま
だ
町
長
の

場
合
、
財
政
破
綻
は
避
け
ら
れ
ず
、

町
民
に
対
し
て
も
、極
め
て
過
大
な

負
担
を
強
い
る
事
態
に
陥
っ
た
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
が
、こ
の
認
識
を
。

　
財
政
再
建
、町
民
の
誰
も
が
住
み

や
す
い
と
実
感
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
完
遂
す
る
ま
で
、町
長
を
続
け
て

ほ
し
い
。

答
①
（
町
長
）
　
私
が
答
弁
す
べ
き

こ
と
で
は
な
い
。

　
財
政
健
全
化
は
、始
ま
っ
た
ば
か

り
で
、
引
き
続
き
努
力
し
た
い
。

問
②
　
町
は
早
期
に
財
政
の
健
全

化
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
団
体
と
し

て
、
町
長
以
下
職
員
共
々
、
大
変
な

努
力
を
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
理

解
し
て
い
る
。

　
財
政
再
建
は
公
約
で
あ
り
、こ
れ

を
愚
直
か
つ
誠
実
に
実
践
す
る
町

長
の
政
策
は
、端
か
ら
見
て
揺
る
ぎ

質問

内海繁勝　議員
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な
く
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た
極

め
て
堅
実
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
若
い
人
た

ち
や
、勤
め
人
や
主
婦
、高
齢
者
の

方
々
の
住
民
の
誰
も
が
生
き
が
い
、

こ
れ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る
政
策

の
推
進
、
そ
し
て
こ
あ
ず
ま
し
い

ま
ち
づ
く
り
は
必
要
で
あ
る
。

　
財
政
再
建
に
対
す
る
行
政
の
手

法
と
の
整
合
性
の
考
え
と
、
町
民

が
希
望
を
抱
く
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

明
る
い
政
策
を
披
露
し
て
ほ
し
い
。

答
②
（
町
長
）
　
財
政
健
全
化
は
、

町
民
皆
様
の
理
解
と
議
員
各
位
の

支
援
、
職
員
の
献
身
的
な
頑
張
り

を
得
て
、
着
実
に
前
進
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
こ
そ
、
真
に
必
要
な
政
策

を
見
極
め
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

求
め
ら
れ
る
様
々
な
要
望
に
真
摯

に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
は
、「
平
成
二
十
七
年
度
小
学

校
の
統
合
」
と
い
う
大
き
な
転
機

を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
町

を
担
う
子
供
た
ち
に
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
提
供
し
、
の
び
の
び

と
未
来
に
向
か
っ
て
は
ば
た
い
て

い
け
る
よ
う
万
全
の
準
備
を
し
た

い
。

問
③
　
報
道
に
よ
る
と
教
育
委
員

会
の
改
革
に
関
し
、中
教
審
か
ら
Ａ

Ｂ
Ｃ
の
三
案
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、

説
明
し
て
ほ
し
い
。

　
そ
も
そ
も
教
育
委
員
会
の
改
革

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
。
政
府
与
党

の
自
民
党
専
門
部
局
で
検
討
さ
れ

て
い
る「
教
育
委
員
会
制
度
改
革
案
」

を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　
国
が
目
指
し
て
い
る「
教
育
委
員

会
制
度
の
改
革
」が
町
教
育
委
員
会

に
と
り
、
吉
か
否
か
。

　
昨
年
文
部
科
学
省
は
前
年
度
に

引
き
続
き
、数
学
と
国
語
に
限
っ
た

学
力
テ
ス
ト
を
実
施
さ
せ
て
お
り
、

全
国
で
平
均
正
答
率
が
最
も
高
い

の
は
秋
田
県
で
、青
森
県
は
八
番
目

に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

　
青
森
県
の
中
学
生
は
非
常
に
頑

張
っ
て
い
る
が
、教
育
長
の
率
直
な

考
え
を
聞
き
た
い
。

　
人
間
の
能
力
を
限
ら
れ
た
一
種

の
パ
ー
ツ
を
用
い
て
、ラ
ン
ク
付
け

す
る
こ
と
に
は
、抵
抗
感
が
あ
る
が
、

能
力
の
優
劣
は
本
人
の
資
質
、研
鑽

は
も
と
よ
り
、保
護
者
の
理
解
が
何

よ
り
も
必
要
で
あ
り
、こ
れ
に
加
え

教
職
員
の
熱
意
と
、そ
の
資
質
も
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、教

育
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
時
の
教
育
長
が
優
秀
な
教
職
員

を
招
聘
し
て
き
た
場
合
、教
育
長
の

評
価
、株
が
上
が
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
が
、
現
実
に
可
能
な
の
か
。
町

の
教
育
長
に
そ
の
よ
う
な
権
限
が

あ
り
、実
際
に
望
む
教
職
員
を
招
聘

出
来
る
も
の
な
の
か
。

　
生
徒
の
学
力
が
向
上
し
、周
り
か

ら
喜
ば
れ
、尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
優

秀
な
教
職
員
と
は
、如
何
な
る
こ
と

に
判
断
基
準
を
置
い
て
い
る
の
か
。

答
③（
教
育
長
）　
Ａ
案
は
、中
教
審

が
教
育
委
員
会
制
度
改
革
案
と
し

て
提
出
し
た
も
の
で
、首
長
を
執
行

機
関
と
す
る
も
の
。

　
Ｂ
案
は
、「
首
長
の
権
限
が
強
く

な
り
す
ぎ
て
、政
治
的
中
立
性
が
保

て
な
く
な
る
」
こ
と
か
ら
、
教
育
委

員
会
を
執
行
機
関
と
し
て
残
す
べ

き
と
い
う
中
教
審
の
答
申
に
付
記

さ
れ
た
別
案
。

　
Ｃ
案
は
、自
民
党
か
ら
出
さ
れ
た

折
衷
案
で
、制
度
的
に
は
首
長
の
権

限
を
強
め
る
Ａ
案
を
中
心
に
す
べ

き
だ
と
い
う
意
見
。

　
平
成
二
十
三
年
滋
賀
県
大
津
市

で
起
き
た
い
じ
め
自
殺
で
同
市
教

育
委
員
会
の
対
応
が
批
判
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、教
育
委
員
会
制
度
改

革
が
始
め
ら
れ
た
。

　
自
民
党
の
Ｃ
案
は
、教
育
委
員
長

と
教
育
長
と
を
一
本
化
し
、教
育
行

政
の
新
た
な
責
任
者
と
し
て
、新「
教

育
長
（
仮
称
）
」
を
設
け
、
首
長
が
議

会
の
同
意
を
経
て
直
接
任
命
・
罷
免

す
る
と
し
た
。

　
首
長
が
当
選
後
、速
や
か
に
新
た

な
人
物
を
任
命
で
き
る
よ
う
任
期

は
現
行
の
最
長
四
年
よ
り
短
い
二

年
と
し
た
。

　
教
育
委
員
会
は
、現
行
ど
お
り
教

育
行
政
の
最
終
的
な
決
定
権
を
持

つ
「
執
行
機
関
」
に
位
置
付
け
た
。

　
議
会
の
同
意
を
経
て
首
長
が
委

員
を
任
免
す
る
仕
組
み
や
、四
年
の

委
員
任
期
も
現
行
の
ま
ま
。

　
一
方
、地
方
自
治
体
に
対
し
て
は

新
た
に
「
総
合
教
育
施
策
会
議
（
仮

称
）
」
の
設
置
を
義
務
付
け
た
。
会

議
は
首
長
が
主
宰
し
、教
育
長
や
教

育
委
員
、
有
識
者
ら
で
構
成
し
、
首

長
が
積
極
的
に
関
与
し
て
重
要
な

教
育
施
策
の
方
針
を
協
議
・
調
整
す

る
場
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
首
長
に
対
し
て
は
、学
校
で
法
令

違
反
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
な

ど
に
、教
育
委
員
会
に
必
要
な
措
置

を
取
る
よ
う
要
求
で
き
る
権
限
も

新
た
に
付
与
し
た
。

　
首
長
が
新
「
教
育
長
」
を
議
会
の

同
意
を
経
て
直
接
任
命
・
罷
免
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、政

治
的
中
立
性
が
保
た
れ
る
か
と
い

う
問
題
が
残
る
。

　
教
育
委
員
会
に
お
け
る
責
任
者

は
教
育
委
員
長
な
の
か
教
育
長
な

の
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
が
、新

「
教
育
長
」
の
ポ
ス
ト
を
設
け
る
こ

と
で
、
責
任
者
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
吉
と
も
凶
と
も

言
え
な
い
状
態
で
、施
行
さ
れ
て
初

め
て
、わ
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

　
青
森
県
の
中
学
生
は
大
変
頑
張
っ

て
い
る
と
思
う
。
た
だ
学
力
テ
ス

ト
の
都
道
府
県
別
平
均
点
の
中
に

は
私
立
小
学
校
及
び
中
学
校
は
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、学
力
が
高
い
私
立

学
校
が
多
い
地
域
で
は
、学
力
テ
ス

ト
の
成
績
が
低
め
に
出
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
全
国
八

位
と
い
う
成
績
は
立
派
な
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　「
能
力
の
優
劣
は
保
護
者
の
理
解
、

教
職
員
の
熱
意
と
資
質
も
重
要
」と

の
考
え
に
は
、そ
の
と
お
り
で
あ
る

と
考
え
る
。
本
人
の
持
っ
て
い
る

才
能
や
や
る
気
が
一
番
だ
と
思
う
。

　
優
秀
な
教
職
員
の
招
聘
は
、こ
れ

ま
で
二
年
間
、県
教
委
に
お
願
い
し

て
き
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
だ

と
思
う
が
、優
秀
な
先
生
が
来
て
く

れ
た
。

　
し
か
し
こ
う
い
う
こ
と
は
毎
年

あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、ど
こ
の
市

町
村
で
も
優
秀
な
先
生
は
ほ
し
い

し
、一
度
手
に
入
れ
た
ら
離
し
た
が

ら
な
い
の
が
人
情
。

　
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、優
秀
な
人

材
を
連
れ
て
く
る
こ
と
や
待
つ
こ

と
も
大
事
だ
が
、優
秀
な
人
材
に
育

て
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
、今
ま
で
以
上
に
先
生
方
に
か

か
わ
っ
て
行
き
た
い
。

　
私
が
考
え
る
優
秀
な
教
員
は
、「
子

ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
発
見
し
、認

め
、伸
ば
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
る
」

教
員
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
④
　
町
第
五
次
振
興
計
画
の
基
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議
会
だ
よ
り
は
、
町
議
会
議

員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
広
報
委

員
会
が
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
議
事
録
は
議
会
事
務

局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■　町教育委員会・議会だより　■

本
方
針
の
中
で
掲
げ
た
主
要
施
策

の「
住
民
参
加
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て
、「
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
人
材
の
育
成
を
図
り
、住
民
主

体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援

す
る
」と
記
さ
れ
、さ
ら
に「
男
女
が

共
に
参
画
し
、住
民
、事
業
者
、行
政

が
一
体
と
な
っ
た
多
彩
な
活
動
を

支
援
す
る
」
と
あ
る
が
、
行
政
が
行

う
支
援
の
内
容
と
は
、如
何
な
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
組
織
に
は
、肩
書
き
な
ど
を
持

つ
者
な
ど
は
極
力
排
除
し
、全
く
新

た
な
方
々
の
参
画
を
求
め
る
べ
き

で
、そ
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

人
材
を
育
成
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、こ
れ
に
対
す
る
考
え
を
聞
き
た

い
。

　
町
は
県
に
毎
年
度「
財
政
運
営
計

画
書
」の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
団
体
と
考
え
る
が
、議
会
に
示

し
て
い
る
「
財
政
健
全
化
計
画
書
」

と
の
間
に
決
し
て
齟
齬
は
あ
っ
て

な
ら
な
い
の
は
当
然
だ
が
、こ
の
よ

う
に
捉
え
て
間
違
い
な
い
か
。

　
県
に
提
出
し
て
い
る「
財
政
運
営

計
画
書
」
は
開
示
で
き
る
か
。

答
④
（
町
長
）
　
振
興
計
画
に
も
あ

る
と
お
り
、自
治
意
識
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
、生

涯
学
習
活
動
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
開

催
な
ど
を
通
じ
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
た
め
の
支
援
で
あ
る
。

　
ま
た
、男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

の
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
う

こ
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
強
化
の
た
め
に
、人
材
育
成
に
つ

な
が
る
各
種
勉
強
会
の
開
催
、情
報

提
供
等
に
よ
る
支
援
で
あ
る
。

　
町
の
活
性
化
の
環
境
づ
く
り
は
、

住
民
の
自
主
性
尊
重
の
た
め
、行
政

は
側
面
あ
る
い
は
後
方
支
援
と
い

う
形
で
協
働
し
て
い
き
た
い
。

　
リ
ー
ダ
ー
は
個
々
の
組
織
・
団
体

等
で
選
出
し
登
用
さ
れ
る
の
で
、こ

れ
も
基
本
的
に
は
住
民
の
自
主
性

に
委
ね
た
い
。

　
町
は
県
が
定
め
た
財
政
運
営
計

画
策
定
対
象
市
町
村
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、「
健
全
化
法
に
よ
る

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
た
市

町
村
に
あ
っ
て
は
、財
政
健
全
化
計

画
を
も
っ
て
財
政
運
営
計
画
と
す

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

問
⑤
　
前
町
長
は
、落
選
し
た
翌
年

の
平
成
十
一
年
十
一
月
に
マ
ス
コ

ミ
を
通
し
て
全
国
に
発
信
す
べ
く

「
大
鰐
ス
キ
ー
場
開
発
の
経
緯
と
現

状
」と
題
す
る
文
書
を
メ
デ
ィ
ア
に

配
っ
た
。

　
最
も
重
要
な
点
は
次
の
記
述
で

あ
る
。「
ス
キ
ー
客
は
半
減
し
て
赤

字
が
続
い
て
お
り
、一
般
会
計
か
ら

の
貸
し
付
け
は
累
積
十
億
円
と
な
っ

た
。
第
三
セ
ク
タ
ー
は
既
に
破
綻

し
、税
金
を
吸
収
し
続
け
る
底
な
し

沼
に
な
っ
て
お
り
、そ
ん
な
第
三
セ

ク
タ
ー
は
清
算
す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
、町
民
の
中
に
ス
キ
ー
場

は
町
の
宝
は
と
も
か
く
、ス
キ
ー
場

が
な
く
な
れ
ば
町
が
死
ぬ
、と
言
っ

た
噂
に
町
民
の
み
な
ら
ず
、議
員
ま

で
も
が
揺
れ
動
く
の
は
情
け
な
く
、

こ
の
点
に
対
す
る
意
識
の
改
革
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。」と
、当
時

の
町
長
が
行
っ
た
第
三
セ
ク
タ
ー

及
び
ス
キ
ー
場
に
対
す
る
財
政
支

援
に
、町
長
に
就
く
前
の
前
町
長
は

明
確
か
つ
厳
し
い
批
判
論
を
述
べ

て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、誰
が

見
て
も
疑
う
余
地
は
全
く
な
い
。

　
さ
ら
に
平
成
十
四
年
六
月
、無
投

票
で
初
め
て
町
長
に
就
く
直
前
、中

央
公
民
館
で「
町
の
財
政
状
況
も
あ

り
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ス
キ
ー
場

に
多
く
の
税
金
を
投
入
す
る
の
は

大
変
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、皆
さ
ん
に
何
の
相

談
も
な
く
大
金
を
ド
ブ
に
捨
て
る

こ
と
は
決
し
て
し
な
い
。
こ
の
こ

と
は
公
約
と
し
て
申
し
上
げ
て
お

く
。」と
述
べ
て
お
り
、自
分
で
言
っ

た
こ
と
と
、
や
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が

ま
る
で
正
反
対
で
、町
民
に
対
す
る

前
町
長
の
公
約
違
反
は
、全
く
明
ら

か
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
事
実
関
係
及
び

前
町
長
の
二
枚
舌
と
も
指
摘
さ
れ

る
明
白
な
公
約
違
反
に
つ
い
て
、考

え
を
聞
き
た
い
。

　
私
の
手
元
に
極
め
て
重
要
な
八

通
の
書
類
が
あ
る
が
、前
町
長
が
初

め
て
町
長
に
就
任
し
た
お
お
よ
そ

八
箇
月
後
の「
平
成
十
五
年
三
月
二

十
日
」
付
け
で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の

社
長
と
し
て
、債
務
承
認
書
を
債
権

者
の
一
人
で
あ
る
日
本
政
策
投
資

銀
行
へ
提
出
し
た
も
の
で
、第
三
セ

ク
タ
ー
内
部
で
保
存
し
て
い
た
秘

密
文
書
で
あ
る
。

　
問
題
は
一
種
の
契
約
行
為
で
あ

る
こ
の
書
面
が
、強
い
拘
束
力
を
持

つ
公
正
証
書
の
手
続
き
を
踏
ん
で

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
現
町
長
が
就
任
早
々
、債
権
者
ら

と
交
渉
を
始
め
た
際
、日
本
政
策
投

資
銀
行
か
ら
公
正
証
書
の
こ
の
書

類
を
突
き
つ
け
ら
れ
、一
時
は
法
律

上
、な
す
術
も
な
い
状
況
に
陥
っ
た

の
は
想
像
に
難
く
な
く
、第
三
セ
ク

タ
ー
の
債
務
処
理
に
当
た
っ
て
、最

も
悩
み
、苦
し
ん
だ
点
は
債
務
承
認

書
の
存
在
だ
と
考
え
る
。

　
し
か
も
、第
三
セ
ク
タ
ー
の
債
務

を
町
が
全
て
補
償
す
る
と
し
た
原

契
約
が
あ
り
、当
時
の
議
会
は
議
決

承
認
し
て
い
る
。
公
正
証
書
と
化

し
た
債
務
承
認
書
に
町
は
抗
弁
で

き
ず
、拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

は
法
律
上
明
白
で
あ
る
。

　
前
町
長
は
、前
々
回
の
選
挙
の
際
、

「
前
政
権
が
つ
く
っ
た
借
金
は
確
実

に
減
っ
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
が
、

結
果
を
見
て
も
わ
か
る
と
お
り
、債

務
は
全
く
減
っ
て
お
ら
ず
、こ
の
事

実
を
知
り
得
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、町
民
や
議
会
の
場
で
隠
し
て

い
る
。

　
こ
れ
は
有
権
者
を
ま
や
か
す
、悪

質
極
ま
り
な
い
発
言
に
ほ
か
な
ら

ず
、
議
会
は
も
と
よ
り
、
何
も
知
ら

な
い
善
良
な
町
民
を
騙
し
た
と
い

わ
れ
て
も
致
し
方
な
い
。

　
刑
法
第
二
百
四
十
七
条
は
、他
人

の
た
め
に
事
務
を
処
理
す
る
者
が

第
三
者
の
利
益
を
図
り
、本
人
に
損

害
を
加
え
る
目
的
で
、そ
の
任
務
に

背
く
行
為
を
し
、本
人
に
財
産
上
の

損
害
を
加
え
た
と
き
は
、五
年
以
下

の
懲
役
、ま
た
は
五
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
。
と
あ
る
。

　
前
町
長
の
行
為
は
正
に
こ
の
法

に
抵
触
す
る
疑
い
が
濃
厚
で
あ
り
、

厳
正
か
つ
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
こ
れ
は
誰
で
も
行
え
得

る
申
告
罪
で
あ
り
、物
証
を
添
え
て
、

断
罪
を
求
め
る
べ
く
、警
察
に
告
発

す
る
だ
け
で
事
足
り
る
事
案
で
あ

る
が
、
考
え
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

答
⑤
（
町
長
）
　
前
町
政
の
政
策
等

に
関
し
て
は
、答
弁
を
差
し
控
え
た

い
。

　
法
的
措
置
な
ど
は
、考
え
て
い
な

い
。
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■通学手段の確保・通学路の安全点検について

・スクールバス・・・統合後の当初２カ年は委託で運用し、必要な台数を見極めてから購入する。

・バスの乗降場所としては、駅前の駐車場を利用。役場周辺の乗降場所の検討も進める。

・バスの乗り降りの場所と共に、26年度中に改めて通学路を見直していく。

・児童対象にスクールバス利用についての意向調査、試行運転なども実施する。

■閉校式等について

・閉校式は、各小学校毎に10月頃を目途に実施する。（記念誌、記念品も予算計上）

■統合に係る一体感醸成事業

・町体育祭（６月）・５年合同宿泊訓練、１年合同交通安全教室（７月）・各学年交流学習（11月）等

■設置条例

・統合にかかる小学校設置条例は６月議会に計上する予定。

■統合後のカリキュラム編成

・カリキュラム編成は８月及び12月を中心に随時進めていく予定。

■廃校後の学校の利用

・災害時の避難場所としての機能も考慮し、地域の方々からご要望を伺いながら検討を進める。

■校歌について（作詞：渡辺なつみ／作曲：浜圭介に決定）

・３月４日に町長が上京して、両先生と直接お会いしてお願いしてきました。

・浜圭介先生は「孤高の天才作曲家」と呼ばれる巨匠ですが、実は幼少時代に大鰐町に住んでいらしたこ

ともあり、そのご縁で新しい小学校の校歌の作成をお願いしたところ、「私も大鰐の出身だよ」というこ

とで快く引き受けていただくことになったものです。

・当日は持参した大鰐のパンフレットやしおりを見ながら話に花が咲き、浜先生は、「大人になっても歌

える歌、ああ、いい歌だなあとみんなに言ってもらえる歌をつくりましょう」と、とても意欲を燃やされ

ていたそうです。また、校歌をきちんとしたＣＤとして残すことも提案されており、「大鰐の子どもたち

の声も入れたら」とか、いろいろなアイデアが次々に沸いているようです。

　渡辺先生も「雪が消えたら、大鰐に取材に行きたい。とても素敵なところのようなので、いい歌ができ

そうだ」と仰っていました。

【浜　圭介】･･･1973年日本レコード大賞作曲賞、2004年紫綬褒章を受章。代表作は「終着駅」「雨」「石狩挽歌」「北空港」「街

の灯り」「舟唄」「望郷じょんから」「そして神戸」「心凍らせて」等々、名曲がキラ星のごとく。近年は「浜圭介／金子みすゞ

歌曲集」のＣＤ《佐渡裕（指揮）新日本フィル、佐藤しのぶ（ソプラノ）、佐野成宏（テノール）など》の制作や、市町村合併で

統合した「常陸大宮市」の市の歌の依頼を受けるなど幅広く活躍している。

【渡辺なつみ】･･･ポップス・ロックから演歌・歌謡曲まで、幅広いジャンルで数々の有名アーティストに歌詞を提供。安

室奈美恵「ＡＬＬ　ＦＯＲ　ＹＯＵ」、ＢｏＡの「ＬＩＳＴＥＮ　ＴＯ　ＭＹ　ＨＥＡＲＴ」他、シングル曲の多くやアニメとの

タイアップの作品でもお馴染み。最近ではＫＡＲＡの「ミスター」、芦田愛菜「ステキな日曜日Ｇ yu　Ｇyu　グッデイ!?」。

2004年の夏の甲子園のテーマ曲ＺＯＮＥ「glory　colors　～風のトビラ～」、ガンダムの主題歌「嵐の中で輝いて」など多数。

「テツ＆トモ」の最新作「桜前線」は作詞渡辺なつみ、作曲浜圭介。

■ご意見・ご質問などは　　大鰐町教育委員会　学務生涯学習課48－3201

●町教育委員会だより

文文文文

大鰐町立小学校統合の進捗状況について

●―――広報　おおわに・平成26年５月号―――●
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■　保健福祉課だより　■

■児童扶養手当

●支給対象・・・

　何らかの理由により、父又は母と生計を同じくし

ていない児童を養育している場合や、父又は母が心

身に障害のある場合に、その児童を養育している父

又は母（又は養育者）に対して児童扶養手当が支給

されます。なお、児童が18歳に達した年度末までが

手当の支給の対象となります。児童が政令で定め

る障害を有するときには、児童が20歳に達するまで

支給されます。（所得制限があります。）

　ただし、内縁の相手がいる場合（頻繁に定期的な

訪問があり、宿泊している場合も含む）や児童が施

設に入所したり、父又は母（又は養育者）若しくは児

童が国民年金（老齢福祉年金を除く。）、厚生年金、恩

給などの公的年金を受けているときは支給されま

せん。

●手当額（所得額に応じて10円刻み）・・・

　【平成26年４月～】　月額41,020円～9,680円　

　※第２子加算･･･月額5,000円（全部支給、一部支給

共通）

　※第３子以降加算･･･１人につき月額3,000円（全

部支給、一部支給共通）

●支給方法・・・４・８・12月の年３回で、４ヶ月分を

請求者名義の口座に振り込み

■ひとり親家庭等医療費助成事業

　母子家庭、父子家庭等の健康の保持と福祉の増進

を図るため、県の助成を受けて市町村が医療費（入

院時食事療養費は除く。）の助成をする制度です。

（所得制限があります。）

●給付対象者・・・

イ．母子家庭、父子家庭の児童及び父母のない児童

（18歳に達した年度末まで）

ロ．母及び父（ただし、自己負担金は一医療機関ごと

月1,000円）

ひとり親家庭・寡婦の方々のために

■特別児童扶養手当

　精神か身体に中度以上の障害を持つ20歳未満の児

童を養育している人に支給されます。

　ただし、児童が児童福祉施設（保育所や通園施設を

除く）に入所している場合や、障害により支給される

公的年金を受けている場合は対象となりません。ま

た、請求者本人と配偶者および扶養義務者の所得制

限があります。

　なお、児童扶養手当や障害児福祉手当と合わせて

受給できます。

●手当額・・・　

・１級（重度障害児）…

　【平成26年４月～】　月額49,900円　

・２級（中度障害児）…

　【平成26年４月～】　月額33,230円　

●支給方法・・・４・８・11月の年３回で、４ヶ月分を請

求者名義の口座に振り込み

●支給期間・・・認定請求した翌月から児童が20歳に

達する月まで

■障害児福祉手当

　精神か身体に重度の障害（診断書で判定）があり、

日常生活において常時介護が必要な20歳未満の児童

に支給されます。

　ただし、児童福祉施設に入所している場合や障害

により支給される公的年金を受けている場合は対象

となりません。

　また、請求者本人と配偶者および扶養義務者の所

得制限があります。

●手当額・・・

　【平成26年４月～】　月額14,140円

●支給方法・・・５・８・11・２月の年４回で、３ヶ月分

を児童名義の口座に振り込み

●支給期間・・・認定請求した翌月から児童が20歳に

達する月まで

■詳しくは　町役場保健福祉課児童福祉係48－

2111内線303（野呂）

●保健福祉課だより
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■児童手当

　児童手当は、家庭等における生活の安定に寄与す

るとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長

に資することを目的として、児童を養育する親等に

支給するものです。

●受給できる人（請求する人）･･･

　中学校修了前の児童を養育する親等のうち、児童

の生計を維持する程度が高い者であって、日本国内

に居住する人が受給（請求）します。

　※児童福祉施設等に入所している児童や里親に委

託された児童については、施設の設置者または里親

が受給します。

　※離婚協議中で父母が別居している場合、児童と

同居している親が受給します。

　※未成年後見人や、海外に居住する父母が指定し

た人も、要件を満たせば受給できます。

●対象となる児童・・・

　日本国内に居住する中学校修了前の児童（15歳到

達後最初の年度末までの児童）

　※児童が海外留学の場合も支給対象となります。

（３年間まで）

●手当月額・・・

・０歳～３歳未満（一律）･･････15,000円

・３歳～小学校修了前

　　　　第１子・第２子･････・10,000円

　　　　第３子以降････････・15,000円

・中学生（一律）･･････････････10,000円

　※所得制限限度額以上の世帯については児童１人

につき一律5,000円。

　※第何子かの判断は、養育している18歳到達後最

初の年度末までの児童の生年順によります。

子育て支援の手当についてのお知らせ

●支給開始月･･･原則として、請求月の翌月分から支

給します。ただし、事由発生日（出生の場合は出生

日、転入出の場合は転出証明書に記載された「異動年

月日」）から15日以内に請求すると、事由発生日の翌

月分から支給します。

●手当の支払い・・・原則として、６月、10月、２月の10

日（10日が土・日・祝日の場合はその前の平日）にそれ

ぞれの前月分までを支給します。

●請求先･･･

・請求者が公務員以外の場合⇒請求者が住民登録し

ている市町村役場

・請求者が公務員の場合⇒請求者の勤務先

■６月は現況届の提出の月です

　児童手当現況届の提出をお願いします。

●児童手当を受けるには･･･

　現在、児童手当を受けている方は、「現況届」の提

出が必要です。

　この届は、毎年６月１日現在における

状況を記載していただき、受給要件を確

認するための書類です。

　現況届の提出がないと、６月分以降の手当を受け

られなくなる場合がありますので、ご注意ください。

　該当する方には現況届を送付しますので、６月中

にご提出ください。

●提出するもの･･･

・現況届　・請求者（受給者）の健康保険証の写し

・１月１日現在、他市町村に住んでいた方は、その市

町村長の証明する最新の所得証明書が必要です。ま

た、所得があるために受給者の扶養にはいっていな

い配偶者も所得証明が必要です。　・外国人の方は

受給者と児童のパスポートのコピー（写真と在留資

格が分かる部分）

●提出方法･･･町役場保健福祉課の窓口⑦番にお持

ちください。

●結果通知･･･ご提出いただいた現況届を審査し、不

備のない方には10月上旬頃に認定通知書を交付しま

す。

●保健福祉課だより

【児童手当所得制限限度額表】

０人 622万円 833万3,000円

１人 660万円 875万6,000円

２人 698万円 917万8,000円

３人 736万円 960万円

４人 774万円 1,002万1,000円

５人 812万円 1,042万1,000円

収入額所得額
扶養親族
等の数
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■　保健福祉課・総務課・俳句の街づくりだより　■

禁煙にチャレンジ

■青森県の喫煙率は、男性38.6％（全国１位）女性

12.7％（全国２位）です。

　大鰐町の喫煙率は、24年度健康意識調査では、

男性34.6％、女性は15.8％でした。男性では特に

30代、女性では20代・40代で全国の喫煙率を大き

く上回っています。

　この喫煙率が高いことが青森県や大鰐町の平

均寿命が短い原因の１つとなってます。

　禁煙は自力でも可能ですが、医療機関での禁煙

　５月31日は世界禁煙デー・５月31日～

６月６日は禁煙週間です。この機会に

たばこを見直し、禁煙にチャレンジし

てみませんか。

　日本人が命を落とす最大の原因がた

ばこです。

　たばこは脳卒中や心臓病をはじめ、

多くの病気と関係しており、年間約13

万人がたばこが原因でなくなっている

と報告されてます。

　禁煙が難しいのは意志が弱いからで

はなく、ニコチンの強い依存性が原因

です。「ニコチン依存症」という病気な

のです。

たばこと関連のある病気

循環器疾患

（心疾患・脳卒中など）

　　がん　

糖尿病・骨粗

鬆症・胃潰瘍

など

早産・低出生体

重児・乳幼児突

然死症候群など

●保健福祉課だより

歯科口腔外科疾患

（歯周病・歯の喪失）

呼吸器疾患

（ＣＯＰＤ・

気管支喘息など）
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■お問い合わせ先　町役場保健福祉課健康推進係48－2111内線307・308

治療や禁煙補助薬を利用するとニコチン切れの症

状を抑えることができるので比較的楽に、しかも

自力に比べて３～４倍禁煙に成功しやすくなるこ

とがわかっています。

　この機会にたばこを見直し、禁煙にチャレンジ

しましょう。　

　保険適用による禁煙治療実施医療機関や詳しい

ことを知りたい方は、下記までお問い合わせ下さ

い。
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平成26年度保育料については、下記のとおりと
なりましたのでお知らせします。

●保健福祉課だより

１.課税額は児童の父・母の課税額を合算した額になりま

す。また、児童が祖父母等の扶養控除の対象になってい

る場合は祖父母等の課税額も合算します。

２.税制改革において、年少扶養控除等の廃止及び平成25

年分より課税される復興特別所得税の影響を生じさせな

いよう算定します。

３.住宅取得控除がされている場合は、住宅取得控除され

る前の課税額を使用します。

４.同じ保育所(園)に兄弟で入所した場合は、妹、弟の保

育料が基準額の半額になります。

５.多子軽減の拡大に伴い、幼稚園児の兄・姉も保育料の

算定対象になり、保育料の軽減があります。 ■詳しくは　町役場保健福祉課48－2111内線306（菊池）

６.年齢は＜入所年度初日現在＞が基準になり、入所以

降に誕生日を迎えても翌年３月まで変更になりません。

　【例】年度途中、平成23年５月１日生の児童が８月１日

入所する場合→「２歳児」

７.「保育料軽減対象児童」･･･保護者が３人以上の児童

を扶養し、そのうちの第３子以降の３歳未満児　　　　

〈２～４階層〉０～２歳は基準額の１/３が保育料

〈５階層以上〉０～２歳は国基準額の１/２に、保育料と

国基準額の１/２の額の差額の１/３を加算した額が保

育料。

平成26年度大鰐町保育料徴収基準額表

階層

区分

（参考）国基準額

保育料基準額(月額）

入所月初日の満年齢

生活保護法による被保護世帯

市町村民税
非課税世帯

基準額
（均等割のみ）

基準額

前年分の所得
税額が課税さ
れない世帯で、
前年度の市町
村民税が次に
該当する世帯

前年分の
所得税額
課税世帯
のうち、所
得税額が
次の区分
に該当す
る世帯

所得税額が20,000円未満

所得税額が20,000円以上
　　　　　40,000円未満

所得税額が40,000円以上
　　　　　71,500円未満

所得税額が103,000円以上
　　　　　413,000円未満

所得税額が71,500円以上
　　　　　103,000円未満

市町村
民税課

税世帯

児童の保護者の課税状況

０～２歳 ３歳以上 ０～２歳 ３歳以上保育料軽減
対象児童

８階層 所得税額が734,000円以上

所得税額が413,000円以上
　　　　　734,000円未満

＜０歳児＞
43,330円

＜1・2歳児＞
43,220円

65，000円 58，500円
＜０歳児＞
56,330円

＜1・2歳児＞
48,390円

７階層

６階層

50,000円 42,000円

40,000円 33,660円 34,000円

32,000円 25,500円 29,000円

30,000円 24,830円 27,000円

24,000円 8,000円 21,000円

22,000円 7,330円 19,000円

17,000円 5,660円 15,000円

０円 ０円 ０円

基準額
（所得割あり）

１階層

２階層

３階層ａ

３階層ｂ

４階層ａ

４階層ｂ

５階層ａ

５階層ｂ

104，000円　101，000円

80,000円　77,000円

61,000円 58,000円

44,500円 41,500円

30,000円　27,000円

19,500円 16,500円

０円　　　０円

9,000円　　6,000円

階
層

１
階
層

２
階
層

３
階
層

４
階
層

５
階
層

６
階
層

８
階
層

７
階
層

9,000円 3,000円 6,000円

15,000円 5,000円 13,000円
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風しん抗体検査とワクチン接種の費用助成のお知らせ
●保健福祉課だより

　大鰐町では、妊婦等に対する風しんの感染予防

を図り、先天性風しん症候群の発生を未然に防ぐ

ことを目的に、風しん抗体検査を必須要件としワ

クチン接種費用の助成を行います。

　この予防接種は、予防接種法に基づかない「任

意接種」です。

●実施期間　平成26年４月１日～27年３月31日

●対象　大鰐町に住所がある方で、下記に該当す

る方が対象です。ただし、過去に風しん抗体検査

を受けたことがある方や風しんにかかったこと

がある方、風しん予防接種を受けたことがある方

を除きます。

（１）妊娠を希望する、平成２年４月１日以前に生

まれた方で49歳以下の女性とその夫。

（２）妊婦の夫

●自己負担　風しん抗体検査、ワクチン接種とも

に無料。

●接種方法

①保健福祉課へ事前に申請してください。対象

証明書をお渡しします。　　

②希望される医療機関に事前予約し、対象証明書

をお持ちになり抗体検査を受けます。

③医療機関から検査の説明を受け、抗体価の低い

方のみワクチン接種（麻しん風しん混合ワクチ

ン）を受けます。抗体価が高い方は抗体検査のみ

で終了です。

●医療機関

えば医院　　 48－5575

おおわに内科クリニック 47－7111

小山内医院 48－2415

ゆのかわら医院 47－6611

町立大鰐病院 48－2211

●その他

①申請時には、健康保険証や免許証等本人確認で

きる物をご持参ください。また、妊婦の夫の申請

には、当該妊婦の母子手帳もご持参ください。

②ワクチン接種は、妊婦健診時に風しん抗体価検

査が低かった方は対象になりますので、お問い合

わせください。

③妊婦及び妊娠している可能性のある女性は、こ

の予防接種を受けることができません。

④抗体価が低くワクチン接種した方は、２カ月は

妊娠を避けることが必要です。

■詳しくは　町保健福祉課健康推進係48-2111

（内線308・309）

■投票時間は午前７時～午後８時までです。

■７月21日をもって任期満了となる町長選挙が、

次のとおり行われます。

●投票日　平成26年７月６日（日）

　午前７時～午後８時まで

●告示日　平成26年７月１日（火）

●選挙人名簿登録資格

　平成６年７月７日以前生まれで、今年３月30

日までに転入届けをした人。

●立候補届出日・時間・場所

　平成26年７月１日（火）、午前８時30分から

　午後５時まで、町役場議場で受け付けます。

●届出に関する事前説明会

　平成26年６月２日（月）午前10時

　町役場議場で行います。

●開票の日時・場所

　平成26年７月６日（日）午後８時50分

　町中央公民館４階

●期日前投票

　投票日当日、仕事や用事等のため投票所で投票

することができない見込みの方は、事前に投票す

ることができます。

１）期　　間　平成26年７月２日（水）から７月５

日（土）まで

２）投票時間　午前８時30分から午後８時まで

３）投票場所　大鰐町役場内　期日前投票所

●不在者投票

　投票日当日、仕事等で他の市町村に滞在中、又

は指定病院・指定老人ホーム等に入院・入所中の

ため、投票所で投票することができない見込みの

方は、不在者投票の請求をすることができます。

１）請求期限　平成26年７月５日（土）まで

　（土・日曜日含む）

２）受付時間　午前８時15分から午後８時まで

３）請求先　大鰐町選挙管理委員会（町役場内）

　※親族等が代理人となり請求することができま

す。

　また、告示日前でも請求できます。

■問い合わせ先　大鰐町選挙管理委員会

48－2111内線123（野呂）

●大鰐町選挙管理委員会だより

７月６日（日）は大鰐町長選挙の投票日です。

■　青森労働局・総務課・選挙管理委員会・保健福祉課だより　■
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●―――広報　おおわに・平成26年５月号―――●

１
、
募
集
人
員

●
上
級
行
政
職･

･
･

５
名
程
度

●
初
級
行
政
職･

･
･

３
名
程
度

２
、
受
験
資
格

（
１
）次
に
該
当
す
る
者
で
、活
字
印

刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る

者
【
区
分
・
資
格
】

●
上
級
行
政
職
　
昭
和
60
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
、学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除

く
。
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。
）
を
卒

業
し
た
者
及
び
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者
並
び
に
町
長
が
こ
れ
ら
の

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

●
初
級
行
政
職
　
昭
和
62
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
、学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
（
以
下
「
高

校
」と
い
う
。）を
卒
業
し
た
者
及
び

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
高
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
並
び
に

町
長
が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者（
大
学
を
卒

業
し
た
者
又
は
卒
業
見
込
み
の
者

を
除
く
。
）

（
２
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
の
う
ち
以
下
に
該

当
す
る
者

ア
、成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

イ
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

ウ
、大
鰐
町
の
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
の
処
分
を
受
け
、そ
の
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

エ
、日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、又
は
こ
れ
に

加
入
し
た
者

３
、
試
験
日
等

（
１
）
第
１
次
試
験

①
試
験
期
日
、
場
所

【
区
分
・
期
日
・
場
所
】

●
上
級
行
政
職
　
平
成
26
年
７
月

27
日
（
日
）
青
森
市
内
の
会
場

●
初
級
行
政
職
　
平
成
26
年
９
月

21
日
（
日
）
青
森
市
内
の
会
場

②
試
験
科
目

【
種
目
・
出
題
数
等
・
内
容
】

▽
教
養
試
験
40
題
２
時
間
／
社
会
、

人
文
及
び
自
然
に
関
す
る
一
般
知

識
並
び
に
文
章
理
解
、
判
断
推
理
、

数
的
推
理
及
び
資
料
解
釈
に
関
す

る
一
般
知
能

▽
専
門
試
験
（
上
級
行
政
職
）
40
題

２
時
間
／
政
治
学
、
行
政
学
、
憲
法
、

行
政
法
、民
法
、刑
法
、労
働
法
、経
済

学
、財
政
学
、社
会
政
策
、国
際
関
係

▽
事
務
適
性
検
査
（
初
級
行
政
職
）

１
０
０
題
10
分
／
事
務
職
員
と
し

て
の
適
応
性
（
正
確
さ
、
迅
速
さ
等

の
作
業
能
力
）

▽
一
般
性
格
診
断
検
査
１
５
０
題

20
分
／
公
務
員
に
求
め
ら
れ
る
資

質（
よ
く
使
わ
れ
る
面
接
評
定
項
目

に
関
連
す
る
性
格
傾
向
）

▽
職
場
適
応
性
検
査
／
１
２
０
題

20
分
／
公
務
の
職
業
生
活
へ
の
適

応
性（
職
務
へ
の
対
応
や
対
人
関
係

に
関
連
す
る
性
格
傾
向
）

（
２
）
第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験

合
格
者
に
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

４
、
受
験
申
込
手
続

（
１
）
次
の
書
類
を
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
験
申
込
書（
総
務
課
で
配
布
又

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
印
刷
）

②
本
人
写
真
（
カ
ラ
ー
写
真
、
縦
４

ｃ
ｍ
×
横
３
ｃ
ｍ
程
度
）
　
２
枚

　
※
裏
面
に
試
験
職
種
と
氏
名
を

必
ず
記
入
し
、う
ち
１
枚
は
受
験
申

込
書
の
所
定
欄
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

（
２
）
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
及
び

申
込
先
　
〒
０
３
８
―
０
２
９
２

青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大

鰐
字
羽
黒
館
５
―
３
　
大
鰐
町
役

場
　
総
務
課
　
職
員
採
用
試
験
係

宛（
３
）
受
験
申
込
締
切
日
等

①
締
切
日

●
上
級
行
政
職
　
平
成
26
年
６
月

13
日
（
金
）

●
初
級
行
政
職
　
平
成
26
年
８
月

８
日
（
金
）

②
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
験
申

込
書
の
配
布
、受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
郵
送
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

は
、各
締
切
日
ま
で
に
到
着
し
た
も

の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

５
、
合
格
通
知
等

　
第
１
次
試
験
、第
２
次
試
験
の
合

格
通
知
等
は
、後
日
郵
送
で
連
絡
し

ま
す
。

６
、
採
用

　
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
条
件

附
採
用
と
し
、６
月
な
い
し
12
月
を

良
好
な
成
績
で
遂
行
し
た
と
き
は

正
式
採
用
と
し
ま
す
。

７
、
初
任
給

　
初
任
給
の
額
は
、上
級
で
１
６
３
、

５
９
０
円
程
度
、
初
級
で
１
３
３
、

０
９
５
円
程
度
で
す
。

　
※
前
記
の
額
は
、平
成
26
年
４
月

１
日
現
在
に
お
け
る
町
の
政
策
に

よ
る
減
額
措
置
後
の
も
の
で
、採
用

時
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

８
、
問
合
せ

〒
０
３
８
―
０
２
９
２
　
青
森
県

南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽

黒
館
５
―
３
　
大
鰐
町
役
場
総
務

課
職
員
採
用
試
験
係
　

０
１
７

２
―
48
―
２
１
１
１（
内
線
１
１
２
）

平
成
26
年
度
試
験

案
内
大
鰐
町
職
員

採
用
試
験
の
実
施

に
つ
い
て

●
総
務
課
だ
よ
り

青
森
県
製
造
電
気
機

械
器
具
製
造
業
最
低

工
賃
改
正
の
お
知
ら

せ　
青
森
県
電
気
機
械
器
具
が
、
平

成
26
年
５
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
改
正
の
内
容
は
、
３
品
目
３
工

程
５
規
格
の
最
低
工
賃
を
、
１
０

０
単
位
（
本
・
端
子
・
回
・
個
）
ご
と

に
、そ
れ
ぞ
れ
、27
銭
～
12
円
16
銭

引
き
上
げ
る（
引
上
率
３
・
０
７
％

～
３
・
１
４
％
）
も
の
。

■
詳
し
く
は
　

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室


０
１
７
―
７
３
４
―
４
１
１
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
―
７
３
４
―
５
８

２
１
　
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（h
t
t
p
:
/
/
a
o
m
o
r
i
-

roudoukyoku.jsite.mhlw.go.

j
p
/

）

●
青
森
労
働
局
だ
よ
り
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■　行事予報・総務課だより　■

町
職
員
の

人
事
異
動

●
総
務
課
だ
よ
り

　
大
鰐
町
職
員
に
関
す
る
人
事
異

動
が
次
の
通
り
発
令
と
な
り
ま
し

た
。（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

▽
氏
名
／
発
令
事
由
／
現
所
属
／
備
考

（
出
向
、
配
置
換
に
伴
い
旧
職
は
解
か
れ

た
も
の
と
す
る
）

●
課
長
級

氏
名
／
発
令
事
由
／
現
所
属

備
考
（
出
向
、
配
置
換
に
伴
い
旧

職
は
解
か
れ
た
も
の
と
す
る
）

▽
油
川
　
徹
／
総
務
課
付
（
久
吉

ダ
ム
水
道
企
業
団
派
遣
）
／
保
健

福
祉
課
長

▽
菊
池
範
彦
／
住
民
生
活
課
長

／
農
林
課
長
・
農
業
委
員
会
事
務

局
長
併
任

▽
三
橋
冬
樹
／
保
健
福
祉
課
長

／
総
務
課
長
補
佐

▽
竹
内
勝
治
／
農
林
課
長
・
農
業

委
員
会
事
務
局
長
併
任
／
農
林

課
副
参
事

▽
岩
﨑 

光
／
建
設
課
長
／
企
画

観
光
課
長
補
佐
・
大
鰐
ス
キ
ー
場

管
理
事
務
所
長
兼
務

▽
石
郷
成
人
／
町
立
大
鰐
病
院

事
務
長
／
会
計
課
長
補
佐

▽
小
田
桐
博
文
／
住
民
生
活
課

副
参
事
／
総
務
課
付
（
久
吉
ダ
ム

水
道
企
業
団
派
遣
）
／
住
民
生
活

課
長
補
佐
・
年
金
係
長
事
務
取
扱

▽
櫻
庭
　
強
／
教
育
委
員
会
学

務
生
涯
学
習
課
副
参
事
・
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
／
住
民

生
活
課
副
参
事

●
課
長
補
佐
級

▽
吹
田
秀
世
／
総
務
課
長
補
佐

／
保
健
福
祉
課
主
幹
／
財
政
係

長
・
財
政
再
建
対
策
係
長
事
務
取

扱
▽
成
田
一
喜
／
保
健
福
祉
課

長
補
佐
／
保
健
福
祉
課
長
補
佐

／
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱
▽

木
田
昭
人
／
農
林
課
長
補
佐
／

農
林
課
主
幹
／
農
務
係
長
・
林
務

係
長
事
務
取
扱
▽
田
中
利
幸
／

建
設
課
長
補
佐
／
建
設
課
主
幹

●
主
幹
・
係
長
・
主
任
主
査
級

▽
山
口
文
博
／
住
民
生
活
課
主

幹
／
総
務
課
主
幹
／
生
活
環
境

係
長
事
務
取
扱
▽
木
田
孝
悦
／

総
務
課
人
事
行
政
係
長
／
総
務

課
主
査
▽
神 

恵
里
子
／
総
務
課

庶
務
係
長
／
総
務
課
人
事
行
政

係
長
▽
野
呂
秀
行
／
総
務
課
消

防
防
災
係
長
／
総
務
課
主
任
主

査
▽
油
川
尚
朗
／
税
務
課
資
産

税
係
長
／
議
会
事
務
局
係
長
▽

澤
田
典
子
／
保
健
福
祉
課
健
康

推
進
係
長
／
保
健
福
祉
課
地
域

包
括
支
援
係
長
▽
鈴
木
弘
美
／

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

長
／
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

長▽
福
田
宏
樹
／
保
健
福
祉
課
国

保
係
長
／
保
健
福
祉
課
主
任
主

査▽
奈
良
岡 

学
／
農
林
課
土
地
改

良
係
長
／
農
林
課
主
査
▽
森
山

雄
一
朗
／
会
計
課
会
計
係
長
／

町
立
大
鰐
病
院
主
査
▽
三
橋
真

紀
子
／
町
立
大
鰐
病
院
医
事
係

長
／
町
立
大
鰐
病
院
主
任
主
査

▽
成
田
ま
ゆ
み
／
保
健
福
祉
課

主
任
主
査
／
住
民
生
活
課
主
任

主
査
▽
山
口
正
明
／
教
育
委
員

会
学
務
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
・

中
央
公
民
館
主
任
主
査
兼
務
／

農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
主
査

▽
藤
田
哲
子
／
農
業
委
員
会
事

務
局
主
任
主
査
／
教
育
委
員
会

学
務
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
・
中

央
公
民
館
主
任
主
査
兼
務
▽
太

田
靖
子
／
町
立
大
鰐
病
院
主
任

主
査
／
会
計
課
主
任
主
査

●
主
査
級

▽
福
田
和
光
／
企
画
観
光
課
主

査
／
農
林
課
主
事
▽
三
浦
直
樹

／
税
務
課
主
査
／
企
画
観
光
課

主
査
▽
北
山
し
の
ぶ
／
住
民
生

活
課
主
査
／
保
健
福
祉
課
主
査

▽
嘉
瀬
浩
之
／
保
健
福
祉
課
主

査
／
保
健
福
祉
課
主
事
▽
梅
村

亮
子
／
保
健
福
祉
課
主
査
／
税

務
課
主
査
▽
長
利
清
永
／
保
健

福
祉
課
主
査
／
総
務
課
主
査
▽

渡
邊
英
晃
／
議
会
事
務
局
主
査

／
税
務
課
主
査
▽
原 

千
昌
／
教

育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習
課
主

査
・
中
央
公
民
館
主
査
兼
務
／
教

育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習
課
主

事
・
中
央
公
民
館
主
事
兼
務

●
主
事
級

▽
三
浦
政
宣
／
総
務
課
主
事
／

総
務
課
付
（
青
森
県
実
務
研
修
）

▽
原
子
慶
隆
／
農
林
課
主
事
／

保
健
福
祉
課
主
事

●
新
採
用

▽
松
田
航
世
／
企
画
観
光
課
主

事
▽
山
田
龍
太
郎
／
税
務
課
主

事
▽
石
郷
達
也
／
保
健
福
祉
課

主
事
▽
三
上
翔
平
／
農
林
課
主

事
▽
外
崎
祐
美
／
会
計
課
主
事

▽
三
上
綾
音
／
教
育
委
員
会
学

務
生
涯
学
習
課
主
事
・
中
央
公
民

館
主
事
兼
務

●
再
任
用

▽
太
田
一
夫
／
総
務
課 

（
短
時

間
勤
務
）

▽
下
山
弘
美
／
町
立
大
鰐
病
院

（
短
時
間
勤
務
）

▽
畑
山 

宏
／
企
画
観
光
課
（
短

時
間
勤
務
）

●
退
職
（
平
成
26
年
３
月
31
日

付
）

氏
名
／
発
令
事
項
／
現
所
属
／

備
考

▽
太
田
一
夫
／
定
年
退
職
／
総

務
課
付
／
久
吉
ダ
ム
水
道
企
業

団
派
遣
（
事
務
局
長
）

▽
下
山
泰
弥
／
定
年
退
職
／
住

民
生
活
課
長

▽
幸
山
光
城
／
定
年
退
職
／
建

設
課
長

▽
下
山
弘
美
／
定
年
退
職
／
町

立
大
鰐
病
院
事
務
長

▽
須
藤
尚
一
／
定
年
退
職
／
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

▽
菊
池
満
子
／
定
年
退
職
／
町

立
大
鰐
病
院
医
事
係
長

▽
山
内
と
も
子
／
定
年
退
職
／

教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習
課

主
任
主
査
・
中
央
公
民
館
主
任
主

査
兼
務

▽
畑
山 

宏
／
定
年
退
職
／
建
設

課
運
転
技
能
員

▽
西
谷
一
雄
／
勧
奨
退
職
／
税

務
課
副
参
事

死
亡
叙
勲

　
元
大
鰐
町
町
議
会
議
員
の

故
・
三
浦
藤
雄
氏
が
旭
日
単
光

章（
平
成
26
年
１
月
18
日
発
令
）

を
受
賞
し
、
３
月
３
日
に
ご
遺

族
の
三
浦
良
子
氏
に
勲
記
並
び

に
勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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行事予報ＥＶＥＮＴ

●―――広報　おおわに・平成26年５月号―――●

６月
○町小学校体育祭

○万国ホラ吹き大会（石の塔登山・大鰐温泉駅午前８時出発／ホラ吹き大会・鰐

come12時30分～）

　６日（金）

　　７日（土）

　 18日（日）

24日（土）～６月１日（日）

 24日（土）

25日（日）

30日（金）

５月 ■天候等による日程の変更にご注意ください。

○大鰐・大鰐第二・蔵館小学校運動会

○第37回大鰐温泉つつじまつり（茶臼山公園、開会式24日）　　

○増田手古奈記念大鰐温泉俳句大会「吟行の部」（町中央公民館）

○長峰小学校運動会

○第４回大鰐温泉つつじまつりグラウンドゴルフ交歓大会（あじゃらグラウン

ドゴルフ場・開会式９時）　

万国ホラ吹き大会・石の塔へ行こう第18回

開催日　６月７日（土）　
●石の塔登山 ・・・大鰐温泉駅前より午前８時出発（バス）

●ホラ吹き大会・・・会場「鰐come」 12時30分から

■詳しくは　万国ホラ吹き大会実行委員会事務局（大鰐町役場企画観光課内48－2111内線235）

イベント参加のお申し込みは下記まで

ホラも吹かねば世の中つまらん

●５月24日（土）
10時30分～ 開会式・テープカット （茶臼山公園頂上広場）
引き続き 大鰐中学校吹奏楽部演奏 （茶臼山公園頂上広場）

12時30分～ 園遊会　三ツ目内獅子踊り （不二やホテル）
13時～ 大鰐保育園和太鼓演奏 （茶臼山公園中間広場）

蔵館小学校キッズソーラン （茶臼山公園中間広場）
14時～ 山中洋歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）

●５月25日（日）
12時～ 浅野保子歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）
13時～ 山川大介歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）

●５月31日（土）
11時～ 大鰐小学校マーチングバンド （茶臼山公園中間広場）
13時～ おおわに文化幼稚園・あじゃら中央保育園鼓隊演奏 （茶臼山公園中間広場）
14時～ 山中洋歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）

●６月１日（日）
９時～ 第６回おおわに温泉湯の街ヘルスウォーキング （大円寺境内集合）
12時～ 桂ゆり歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）
13時～ 木田俊之歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）

　　　　※車椅子ボランティア（土・日）もあります。

■詳しくは　大鰐温泉観光協会（大鰐町役場企画観光課内48－2111）

第37回大鰐温泉つつじまつり
主　催　大鰐温泉観光協会
期　間　平成26年５月24日（土）～６月１日（日）
場　所　県立自然公園「茶臼山公園」

参加有料!!
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■　お知らせ　■



















































































































ので、町民のみなさんのご協力を

よろしくお願いします。

☆☆☆読み聞かせボランティア

随時募集しています☆☆☆

■詳しくは　中央公民館48-

3201まで

地域資源特派員を大募集!!

　津軽広域連合では、３つのテー

マで身近な地域資源を報告して

くれる特派員を募集しています。

　あなたの日常にあるものが、活

用次第で地域の魅力を大きく向

上させる可能性を秘めています。

これまで気づかなかった、思いが

けない津軽を見つけてください。

ご応募お待ちしております。

●募集テーマ　１.「あなたのま

わりの“季節を感じる”もの」

（例）四季折々の風景（山・川な

ど）、行事、草花、生き物など　２．

「まちで見かけた“時代を感じる”

もの」（例）ビンテージカー、建築

物、レトロ看板、家電製品、食べ物

など　３.「あなたのまちの“奇

祭・奇習”」（例）祭り、宵宮、イベ

ント、その地域ならではの独特の

習わしなど

●応募資格　弘前市、黒石市、平

川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、田

舎館村、西目屋村に在住、在勤ま

たは在学している方

●登録方法等　津軽広域連合

ホームページから登録申込書を

ダウンロードし、必要事項を記入

のうえ電子メール、ＦＡＸまたは

郵送で送付してください。

●報告および公表　地域資源を

見つけたら、郵送または電子メー

ルでレポートを提出してくださ

い。レポートは津軽広域連合の

広報紙・ホームページにて掲載し

ます。　※ペンネームでの公表

も可能です。

■申込み・問い合わせは　〒036-

8003　弘前市大字駅前町９番地

20　津軽広域連合「地域資源特派

員」係　31-1201　FAX 33-2201

URL/http://tsugarukoiki.jp/　

メールアドレス：tsugarukoiki09

@hi-it.jp

軽自動車税の減免申請に

ついて

　５月は軽自動車税の納期です。

　次に掲げる軽自動車等は、軽自

動車税の減免を受けられますの

で、申請期間内に減免の申請をし

てください。

　ただし、減免は１台に限りま

す。また、普通自動車税と重複し

ての減免は受けられませんので、

ご注意ください。

１．身体又は精神に障害を有し、

歩行が困難な方（以下「障害者等」

という。）が所有する軽自動車等

２．障害者等と生計を一にする

方が運転する軽自動車等

３．障害者等を常時介護する方

が運転する軽自動車等

●申請先　町役場　税務課　

●申請期限　平成26年５月23日

（金）厳守

●申請に必要なもの

①身体障害者手帳、戦傷病者手

帳、療育（愛護）手帳、又は精神障

害者保健福祉手帳

②運転免許証

③平成26年度軽自動車税納付通

知書（５月1 日に発送していま

す。）

④印鑑　⑤上記２、３に該当する

方の場合は身体障害者等との関

係がわかるもの

　※納税組合に加入している方

の③納付通知書は、納税組合の会

計へ渡しております。

　※障害の程度や軽自動車等の

使用状況などにより、減免を受け

られない場合があります。

　※申請期限を過ぎますと、減免

が受けられませんので、ご注意く

ださい。

■詳しくは　町役場税務課48

－2111内線414

過去２年間に国民年金保

険料の未納期間がある方

へ【年金のお知らせ】

●国民年金保険料の免除申請が

できる対象期間が拡大されます。

　国民年金は、所得が少ないとき

や失業等により保険料を納付す

ることが経済的に困難な場合、保

険料の免除を申請することがで

きます。

　平成26年４月からは、申請時点

の２年１カ月前の月分まで申請

ができるようになります。

【申請方法は】　お住まいの市

（区）役所・町村役場または年金

事務所に申請してください。

　必要な添付書類など、詳しく

は、申請先までお問い合わせくだ

さい。

●ご注意ください

　２年１カ月前の月分まで免除

申請をすることができますが、申

請が遅れると万一の際に障害年

金などを受け取れない場合があ

りますので、すみやかに申請して

ください。

　申請期間に対応する前年所得

に基づき、審査を行いますので、

免除が承認されない場合があり

ます。

■詳しくは　町役場住民生活課

国民年金係48－2111内線327

（北山）　
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●―――広報　おおわに・平成26年５月号―――●

■
５
月
は
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）・
都
市
計
画
税
１
期
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

平成26年度婦人科検診・

複合検診の申し込みはお

済みですか

　町では平成26年度婦人科検診・

複合検診の申込みを受け付けて

おります。

　申し込み期間に不在等の理由

でまだ申し込みをされていない

方はお申し込みください。

　また、検診の申し込みをされた

方には問診票等を郵送しており

ますが、まだ問診票等が届いてい

ない方や、問診票が届いた方で日

時の変更を希望される方はご連

絡くださいますようお願いいた

します。

■詳しくは　町役場保健福祉課

健康推進係48－2111内線309

平成26年度固定資産税帳

簿の縦覧は６月２日まで

　町内にある土地にかかる固定

資産税の納税者に土地価格等縦

覧帳簿（所在、地番、地目、地積、

価格を記載）を、また家屋にかか

る固定資産税の納税者には、家屋

価格等縦覧帳簿（所在、家屋番号、

種類、構造、床面積、価格を記載）

をお見せします。

　縦覧帳簿には、町内の土地や家

屋の価格が記載されており、自分

の土地や家屋の価格と比較する

ことができます。

　縦覧の際は、本人の確認ができ

るもの（運転免許証、納税通知書

など）を、代理人は委任状を持参

してください。

縦覧期間　４月１日（火）から６

月２日（月）まで（ただし、土・日、

祝祭日を除く。）

時間　午前８時30分から午後４

時30分まで

縦覧場所　町役場税務課

■詳しくは　町役場税務課資産

税係48－2111内線417・418

後期高齢者医療被保険者

のみなさまへ

○健康診査を受けましょう

　健康づくりや生活習慣病の早

期発見のため、健康診査を受けま

しょう。（生活習慣病で服薬治療

中の方でも受診することができ

ます。）

　健康診査は１年に１回無料で

受診できます。（がん検診等と併

せて受診する際は、別途費用がか

かる場合もあります。）

■詳しくは　保健福祉課国保係

48－2111内線317、318

大鰐町高齢者肺炎球菌ワ

クチン接種費助成事業の

中止について

　平成25年度より後期高齢者等

に対する肺炎球菌ワクチン接種

の費用の一部を助成する制度を

実施いたしましたが、平成26年秋

ごろを目途として「肺炎球菌ワク

チン予防接種」が「予防接種法に

基づく自治体が行う定期予防接

種」になる見込みであるため、中

止することになりました。

　平成26年４月以降に接種を希

望される場合、高齢者肺炎球菌ワ

クチン接種費助成制度がなくな

るため、自己負担が増えることと

なりますので注意してください。

また、詳しい内容が決まり次第新

制度に対応して参りますのでご

了承くださるようお願いいたし

ます。

■詳しくは　町役場保健福祉課

国保係48－2111内線317（福田）

計量はかりの検査について

　計量法に基づく特定計量器定

期検査（はかりの検査）を下記の

とおり実施しますので、検査を

受ける方は忘れずに受けてくだ

さい。

場所　町中央公民館

日時　５月19・20日（２日間）

午前11時～正午・午後１時～午後

３時

　検査料金については、前回（平

成24年）と同様となっています。

■詳しくは　町役場企画観光課

48－2111内線236　県商工労働

部商工政策課計量検定グループ

017－739－8555　（一社）青森

県計量協会017－729－1703

本はともだち「子どもた

ちに心の栄養を届けよ

う」

　この度、大鰐町教育委員会で

は、子どもたちの健やかな成長

を願い、地域・家庭・幼保・学校が

一体となって子どもの読書活動

に取り組むための計画「第２次

大鰐町子ども読書活動推進計

画」を策定しました。まずこの計

画について知っていただこうと、

以下のリーフレット「大きな輪

になる読書プラン」を作成しま

した。その中でも「毎月第３日曜

日は家庭読書の日」は、中心的な

取組として、町全体で読書に対

する意識を高めていきたいと考

えています。他にも様々な読書

活動に取り組んでいく予定です
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消費生活のご相談は

暮
ら
し
の
情
報
【
消
費
者
か
ら
の
相
談
事
例
】

大鰐町の人口と世帯数

平成26年３月末日現在

　　人  口　　　10,701人

　　前月比　　　（－ 31）

    　　男　　　4,930人

    　　女　　　5,771人

    世帯数    4,263世帯

　　前月比　　　（＋４）

【地区・唐牛】

外崎裕介・愛子さんの子

たつ や

達也 ちゃん

（平成25年４月30日生まれ）

お
誕
生
お
め
で
と
う

髙
　
橋
　
智
　
德
（
80
歳
）
苦
木

福
　
田
　
清
　
美
（
65
歳
）
唐
牛
　

佐
々
木
　
　
一
　
（
83
歳
）
唐
牛

成
　
田
　
幸
　
雄
（
86
歳
）
蔵
館
５
Ｂ

お
く
や
み
も
う
し
ま
す

亡
く
な
っ
た
人（
年
齢
）地
区
名

大好きなボールに囲まれて大喜

びの達也です！

ボール投げがとっても上手で、

大きくなったら、野球選手になる

のかな?!

２人のお姉ちゃんと、いつまでも仲

良く、逞しく成長してね。 　

と
う

ま

浅
　
利
　
透
　
真
（
男
・
達
也
）
森
山

は
る

と

成
　
田
　
陽
　
人
（
男
・
雄
基
）
大
鰐
７
Ａ

■
３
月
受
付
分

齋
　
藤
　
利
　
男
（
92
歳
）
早
瀬
野

山
　
田
　
正
　
治
（
83
歳
）
宿
川
原

長
　
尾
　
み
　
つ
（
86
歳
）
日
の
出

千
　
葉
　
の
ぞ
み
（
７
歳
）
三
ツ
目
内

成
　
田
　
　
賢
　
（
79
歳
）
大
鰐
４

築
　
　
　
隆
　
治
（
82
歳
）
三
ツ
目
内

横
　
山
　
か
ね
子
（
79
歳
）
蔵
館
１

木
　
村
　
圭
　
二
（
77
歳
）
大
鰐
１

三
　
浦
　
セ
　
ツ
（
78
歳
）
駒
ノ
台

木
　
田
　
昭
　
一
（
61
歳
）
三
ツ
目
内

最
　
上
　
鉄
　
郎
（
77
歳
）
八
幡
館

お
子
さ
ん
（
父
ま
た
は
母
）
地
区
名

人
助
け
!?
親
切
心
に
つ
け
こ
む
買
え
買
え

詐
欺
に
注
意
！

　
一
人
暮
ら
し
の
母
の
家
に
、
医
療
法
人
か
ら
老
人
ホ
ー
ム

の
入
居
権
の
申
込
書
が
入
っ
た
Ｄ
Ｍ
が
届
い
た
。

　
そ
の
後
別
の
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
「
入
居
希
望
者
が
30

人
ほ
ど
い
る
が
、
Ｄ
Ｍ
が
来
た
方
し
か
入
居
権
を
購
入
で
き

な
い
。
お
金
は
用
意
す
る
の
で
、
人
助
け
だ
と
思
っ
て
30
人

分
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。

　
母
は
「
助
け
て
あ
げ
た
い
」
と
思
い
、
お
金
を
用
意
し
な
く

て
も
よ
い
な
ら
と
、
一
口
１
０
０
万
円
を
30
口
分
申
し
込
ん

だ
。
し
か
し
、
娘
の
私
が
反
対
し
、
母
が
業
者
に
解
約
を
申

し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
損
害
賠
償
と
し
て
１
５
０
０
万
円
支
払

う
よ
う
に
言
わ
れ
た
ら
し
い
。
高
額
で
払
え
な
い
。
（
70
歳

代
女
性
）

ひ
と
こ
と
助
言

●
消
費
者
の
親
切
心
や
同
情
心
に
つ
け
こ
ん
で
「
老
人
ホ
ー

ム
入
居
権
」
を
購
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
買
え
買
え
詐
欺
」

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
業
者
の
話
の
内
容
や
送
付
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

非
常
に
巧
妙
に
で
き
て
お
り
、信
ぴ
ょ
う
性
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
が
、
絶
対
に
お
金
を
払
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
一
度
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
す
。

●
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
な
い
か
」「
代
わ
り
に
申

し
込
ん
で
」な
ど
の
電
話
は
、｢
買
え
買
え
詐
欺｣

で
す
。
相

手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
人
の
多
く
が
高
齢
者
で
す
。

家
族
や
周
囲
の
人
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

●
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


